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回折格子によつて発生した空間搬送波

の 変 調 と復 調 に よ る 歪 測 定

三 野 正 幸
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ηけ り生、ち もりはカ カつ介■掟ミ ≧知 Ъことは、二年白t

にも 、また4o理各60に ti辱 ろヽ銀速 ゼ′あ り、 各地り j只ムた為ム
ペ 1ス りヽずれ 又 )ヽЪ .各洪え たユ l■ 、資れ て:竹つ 特省Lと ヽ >又

)ヽЪ ぺ 、ユ喜 にヽ 象物 つ■介脅 つボ 嶋 L試粋 体 ′ミ為 たって

気学―に し`｀
も烈 九 よく鮮村す ること t市 凰難 プち >為 .塔u号 俎

時 、日1ウ鳩寺 Llミ い ること lミ よって、資魚 6｀ のぼり置、や″■等次

Lハ メ1丈L右畿 t議発 しハもつである。

九導准ムキ■itた く |ヽ 口∫れ ιりもハえちムの一つプっ り、

群オ生型≧議先によってボうた籍 と史草 ″υにな工 しうもと共 ,こ 、デ■

論 ぬよって解 で難 1)曳 員白υ奪バ 娯堰ノミI登口、しマも
~ittt 
ηl線果ペ

得 ∫れ る. し
`ヽ
しう1ボ 6｀ 九響日t史撃 プは米群ノ薩的社 噴とヽつ

ミ亀ヽ嶽村 で、史畿 つ凛■ と相似■多の不鬼■ン作成 し、これ につ

、〕~て りヽえ 乞資 )つ ボ菩迅ゴ ち る。硝判―とミ書刊村 とす Ъ場合

に lよ 九碑ノElと覗がヽ
2)`ヾ
月Lヽ '∫ キιZヽ )る ろく、このt晏/4や 、現ヽ 失LД誠

た 1志 友覗 リム tiけt`ムす も.友.嗅 蒸,はく弓・もとバ 及 ≧上げ る

ことるt~プ tも パ 、為 )ヽ友嗅 つために市、ギ)…り・■介やつ状聾 lよ 、

形 T■ う1り 、`曳際のモっと呈考1も ヽれぺち」、また試料に生

じ′たI≧Jさ晃_1'7_tt収 に々史|ミ tえ ダ拒 ζと1ざ ]豫 ダ有'ヽノ.し
^ズ

ってたデレに力 1■熱 たヽ 象物 ■真樹 利―と しようとす b場合 Iミ、
一tLに 1本本竜々嘔I実鏡 伴_う 。ミ 象物 ヒミ書 にポ料 とし

‐
Z、 ■ 9

■状■夕を漫りとしようとす Ъ刊 )と し■は 、刊 料・上 に朴 キた立1

卑象し、 数れ を`Pと してホt颯 し、費童
′ミより竜ヾ 刑ドイヾ ■んだ と t、



その茅各う-4彙つ社 貴 2双 J`t審 プ・―f凰 ― (吼詭 ウ
‐と)Z`ミ くち

'λ

るく

行 わ薇 て )ヽも :)し 」ヽ し これ ,ミ エれ ば 、響Ⅵ寺全体 |ミ わ た も■含

フ,つ →ブこ野 2如 Ъ /ミ l志 ■卜4争 ノミ電いlη イヾ るヽ ろ` り、ブシミたりSヽ及 につ りヽ
~こ

も多 く |ざ 央ミ冬 ゼ't■ )`。 またイtつ 瘍L見 学ヽ|も‐と
~言
ね あわ丈 てモ

ア レヒЦ し、格 子 ■■Iれ た して減ヽ え 2くつ ヽ当 も と∫れ てヽ
｀

り響
つ
その感及|ふ化の浚Ц足竜去 lこ く5べ て鳴 )て 〕ヽЪ。モアレ

ジロ志モ ア レミ lS Lブこさく して tつ ぶ ;及 2ぺ 又 t)も ハわ |ミ 、本武

つ 中 Ц fこ ち る夏し=路 し 英 すら 71~つ ■ の ■ 竜カ ヒ 矢
OЪ こ と |よ 咆 難 と ■

る。一ち 、心 3‐ rこ よるロミf「 とキヽ 1ヽ
~す
た́ば 日前比 つネシ苺bる ∫ヽ■

と列足することパぜt ЪΓ
7)し ら、しこれによれば言バボトハン含トワ千:

均 的 ヤ 玉じるヽ 矢口Ъことポ
~ι"さ ず'、 ^ざいうヽ今会 ICわ た も■つ分仲

ニリ1尺す もに lよ 、ふ噂く締ゎ た 児
・2試 2S}′ミあ てる。＼あも りヽ1さ に°

レホ ープレL世 くこと (ミ よっ て、その一勢 分 の■ 2以t」足し、そ

れ こ韻芦十全体 ′め る )て え七 し41'｀ れば 奪 6~デ 、1,―年 生力力

L学｀す る。

ま二 の ようにユ斗 すや象 とした ものワ神l へヽ 外́ lミ わハ b■含

神 2簡 事は 、しう́ヽも烈 /1_反 く4妻卜4良到 卜で
:測
え
~3~も
こと 1よ 凰

難て'ち って 、資れ びにイヾ b,1褒ノFム と 1議発 す もこと
“
ンギ辱 と

で れ Ъ。ン小燿〕免
‐ご'1よ 凰前格 き L lλ t'、 れ ■ヽ lミ より■んだ 鳳キ↑

書 きム ょデ以、たに l■ )ヽも え与 :象 と本ヽ れミ f｀ T呈 雛iつ ■_現しうヽ ダ為

え こ上 にコけヾた ■)ヽ 社́ |゛ ち tソ
‐
も
~洸
鳴逗 L絆 人す

`ヽ
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場発す る こと と曰色つと した。
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‐
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のフイ1レフー回
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にネユ彗可もことパ曰ヽごろヽとをっ不f)し たボD

て」む億東 fミ ち ヽ'7凰 贅卜っ響ヽ パ生■ :ミ求奄たヽ キ生で象司私すЪ のと全

く 1ペミ |ミ 物イトつハ 堤
=ミ

す なわ ちデち苅白む恐日ヽ 略 ぉ ょデイ■
^ミ
つ分

奇 ヒ 生諷軸 上 z"一 つ っ潟いつ とお た、 左ハ |ミ刊酬次ヒ竜 う tの 2

t■定 して篭升イ氣ツも1蓼 薫 つ朴イ襲鳴社 t tt n ttL tttk′ ぎヽ してたた も

ことデ ザ ミЪ.ミ の ■場 りヽ ∫桑_く 栗、で資 われ て 1)も 穐 々つ■

13ボ たつ 卜 ゝ九寺 要、1ミ も更ョ1ミ て
lミ 、4鯰つ竜評イ砒"'4tpぉ よび'次ず

ゆ3)

な ど′こへ 躍う1僧]百 亀民、し■ 1)も :徒彙 、写イ襲たキ 栗 ≧ハヽ 根 撻ョ

薇 Tミ¬領りヽ J‐uぅ ■%ノき、こ 隼 た
'た
その 書つ ヒ搬上 波 とケ生 し、

れれらむ向′外 とミ埋 す きことに よ って操 鳴 ち Ъい 1■ ‐相 交
―ボ ■ヽ

つけもと言うたえらで'あ っ
^ツ
ごこゼ'1さ 、■彰れワ対む穐格‐む

|■ 々 つミ」hl準 イ)う ]弓 る )ヽ1古 イLヽ考ざ今 lミ しハ ろぜう 牡 卍ミ●つれ シヽたと

境ンitt、 そ枚 と生間、的や載上寝 とたえた。奇―贅
'こ

よりこんだ

回tけ不卜与 1■ 、 ■つ餐晨乳予此塁桂洒えるヾ 玉_つ るンフ)と ヽ都ヽ う友と して饗嗅
凡〕友牧 正昔亀≧ぅ tナ /~・ とケな し、ミつたたのもと′ミ本局 たは行

.17_Dれ zり :Ь
.

■ ん だ 回 1旬
・
格 子 ,こ よ る 励助 硯 夕 の 1コ 崎 イ暮」■ ち 、た 。ヾ り と

‐ヽつよう |ご 豫 もうぐ、 こ■日よl■ 友ゝ枚■諷 とうけハムL日ミ判型
=友
っ

ス ヾ フ ト iレ ボ 再シ確″′名夕宅
′の 回 ■ 4象 と t‐■得 ゞ れ

―
■ t嗅 ハ め プ

あ b。 資 こ′こな与不え砲ど′つ ぐスク 21事入 し、_各 入ヾ フト lレ リ

性凸ヽ lヽ1北礎女」ミ村寸 Ъミ贈ヽノ織 と冽 じ
′た り、切 慮 した Dし て、

′コ ミ●むな フィ¬レタリンノて る作ん左″ ′″冤″死夜写)L tttt iず 交 η 波 、

す iオっち■_つ イ)j千 1よ 官ヾ 朴卜つイ駄穐ミ
'ミ
九つ3■燿ヒ分り とにヱ現も

キてもり すならち4泰ハうt。こ成■ 4資 て 、 五rうシ弔巧く以上」t~t tttら こと
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fミ 砲 も。バ タL・ l・2メドトた こヽ
イ警し て1子 員色`]′ミ格 卜 2:キム竺卜

~す
れ「ぎ、ミ

喜 )熟えヽ 亀く4勾 L試料‐|‐寸 も ことボ ぴて も。 上 の よ う 肇 理詳理 ′ミ

基 づ く
"Щ
た たス につ ヽ'7理 論 ●りヽ虹比え̀む に本舞tヽ し声 と こら 、

試 料 金奮 lミ わ 茶 も■ つオ 今 だヽ聾 2-及 fこ 感 及 よ く
'魁
え 乙
口
て も

こ とガヾ 日itご も` と な ,'フ電0             
′

j受 たヽ た 2喜 万、つ九壇れと し てミ 、ヽジLう舜、た 1ハ )ヽね |ご 、 九峯IS'を ヽ ν`

t)|ぶ 、 一
"こ

え、tC ttl牛 イ〔」これ 、ふ無児ジk′こiミ 為 魚、リ ミ政l`)の 荀
｀

小 ポ 興 えさ れ も。イ1■ 九 九 缶lづ ■ ■共 表∫す もに「ふ
―喰 |こ 三ち (3、

9■ バ 今 2郊 4~ti:・ よく?こ 仁 1ミ「ざ各 々 曳 )た F_ヽ fら つゝ格 卜■

う卜ヽ 1弓1~^)ヽ 1'コ 〕ヽ 、りう`よ ιバ
:―‐―島 rこ l`)フトを■もリケ

'こ

嗅 7}ゝ t_こ 、試料 と

舜崎たた ち覆薇1ぐ ヽ し
~む

`貝

1夕 お 赳え す もムう́ム製 為 2ざ 七_も 。

金́九 結 ぶらこも1罪 9■ じ ごぐハ :喝′き ,生 つ ■ 分́ つ げ どつ よう

|ミ 4'も うヽ 1キ 、 欠 |八 二 つ /FI上バオつユ Jこ と囁 ミ し、ふLi｀ オゝ 的 ′ミ
′
■

1卜 な 職炎桑どち る。 こ ミ■・ (■ 本 現ムな ムつ一 つつ 史
「
謝き5ム と し

~こ

、

ア lレミ==‐ ウヘ外主人卑亀島 とう|〔彙 りう駐■
'ご
~tた とき つ■_分や ヒ¬ヽ ―ヾ

′

~Cケ
ハ と こ う、第ぶ Цホミ1/tぁ ま tだ末tふ っ議劉 今ヽキ lCわ バ も ■の

分 う だ九 こ一及 ′ミ威 左 よく薇 くヽ
/濃呵 ∫ どりЩ表コ "1/ミ .

t6｀ に癸 λ lt‐ て 、荷 竜FQよ ふこ だ け 乙
Vな く 、ィか九 唱 |ミ ミ年

格 卜 つ 毎た'“ドト・ ミ々ピ L Crツ チ 議 排Lゝ
~ミ
受こに千t員 し、スカdaシ13-

っ
'iミ

ユ限、(1｀ つ た ら に 1再 芸ヽ「t的 lン｀ C′ てヽ'も
に°ツナ 改 九 そ ど` つ退t

九 ■ t諷 1サ ハ .
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為 {革 洲 たス F■

九奪 粟、とイ亀葦風ミ籠壬■前19■ ■%も ダヽ岩 た ヽと、資り取 つい 'ポ 簡

早 にな'り 、柱 々 ワ唱晨ユIミ ヘ し■ヘ ミ 奪`旬 ミ■ヽ しい
)も 。本

列―
lたにお ,ヽι も ■んだ■ユ拘柊 ―ヽりヽ イ襲■通 Lこ の■1‐亀億 理

論 り■■%う ダヽ 為 たハ。

た、キ 耳、プ ■ηイト ウ f彙 2´ rtt bノ
コ 志 、 こ11:ょ 与 ′ζよ'ヽ ジヽ ぜ 物 外 ■ lL E■〕

る こ と う(ダ ■
‐2Jち き 。 ●ヽた ば '、 塁貝

イ敵お逸
´
WL影 相ヽ小 さりな

'飛
、と コ

ン テ
'ン
す
~ レ ン ″だ ′こ よ ぅ Z■ 3日ヽ 光.I■ 亀イト リ 、 費υイAヽ と こ つ ジL lk

に
,1ミ 置 りヽと、

メ、つ J壁け さえレニズ
:|こ
負 1り‐乙ネヽイ墓ご 行 わキtき 。

こつ囃ミ、42い つ 像́、1よ 九り訳つラヽ ttな と'1ミ 基 ザく漫L日ヽ九 つ準 喚 、

す /■lも ちa%dヽ 九つ醐物 zマ に よ♪■九・・ く■4もち ゝミと
ボ郊

∫Ⅲι又ハ)S。  こつ ぎうろ'■|ミヽ憂l■イコリ
^電
イ彙 )L傷 :ミ のがL悔、

'こ

鳴 し ■ 哺 H響 れ と B耐
…
ツ ト
“
叔帰以
等
の
ボ ー嗅 的 41甘等 Σ 殆

tし ι詢 り、―ざ 6｀ ノミこれ とノト入報 亀館 理論 つ■島 うヽ 6｀ θ物 ?

ミ へ́ 響 ヽ

…

ツ Jtt 
θ)弓,ど うき確ゞFドTし

~と い き。ジヽャび〕ウLIミ 颯 り

も没ltえ ),ミ ι顕 榊金 、、■ %鶴 とい■ つ北 奪 ミ ど 、 ゾゝ、下り取

降…1り
'ミ

(た社 を ぶつ iC H¨ の光量 |ミ よ Ъ C″笏れ ′′ ″
″)と

1亀 り 乙ネH募♂弓≧苺 ミ 、
‐
t-6｀ に 資キtと 本電tえ輪 理 t杭 つ■■%う 6ヽ｀

急t黙主し
~こ

、ミr.イ にネ |^.

ここゼ′/P亀 本 よヽ、責 竜 に よ り■ んだ
′□ :町 j格 子と しハ甥ゴき、 吃

り I Lnl崎
‐
不各 卜Jホ ノゞ ヽ平し、き ft■さ諭 つ il乳 うヽ 6｀ ら え Ь と 、 ひ と つ 八 只ム

キ答き′さよっ と発生 し4怪 おい奥。と球_ボ 生つ /分う'こ・■
~む

亀ルたとして

呟l膚ギll■l球製災視¬ミをうけ た ιつとケ 4'さ れ 3.ミ のちえ｀ポネ
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万予
′札 つ尋 ヽ と4'｀

´
`ぜ
ヽこれ に つ り`

‐
ι 亀1.λ ざ Ъ 無

~す
も。

f炎_た 、物
´
外 つ

/rl■_■ 一 つ つ 不ヽ報 ふ と一 乙 、格 む つ ボ多 ど託 年
~ウ

右 たち |よ 、希` 自ヽ上 |ヨ年6｀ れ た罹ドヽ つ書l・ 1′に
に よもノレπ

…
′は で赫 勿 (Dの ち

'よ デ格 ゝ像 つ れた ■ ■ ≧ Sら
'ミ

→ 4ヴ¬こぇる
、

オ■Ъ。 f́身くつ 4■‐現ュ|よ 、Щ
二町 た つ ―む卜■ tた ぜ り、 資 つ

~さ
え ご'う
｀

れ
^え
た 出 し い )も 薔シ勾¬よ蝿 くろ

t3と「ヽ う 為 た ち ご
′
ち 、ヽ .

準丹 先の 費 tは ふ )Z■ んだ
'ιミ請 襦 寺 も、見」ち L段ユ れ ば'、

藤_つ イ箸芍うと
~言
う4ヽキ■■率卜も'に 竜た奪■し

^と
f歩 4'「ケこ とめくざ て ｀

カミ・
｀tつ 4ヽせ在1よ 1■ 濱ゝ処牧 旬に■言い友リイ■きヽ と

~言
うに 、ヽと 1よ ら19■

ずЪらヽ 6｀ 為 た もミとるぐざ
:t、
 iヒ嗜 ミ にち

:り｀もlミ 踊虹1机 |卜 えヽ 1な の合ヽ

4仁 と ,若ゝげ よう lCリト牲月乳時、波奄t′ミi寸育 ゝ夏=も
ヽ杏宝■ a対象

“

I′
ミ減

ピ~こ えμん″ #姥易得■ゲ≧じι`
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′1よ 、 光_二鳳と、つ i■議 やミιfつ 壽費ヨi■亀色とう'
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ーこと1)も もつ ぜ あ り、 コニデ

｀
主ィ

す 一 レ ンズ
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4炊ィト書ぃな と を え Ъ . こつ役をもヽ光.)増、に よ っ てた喫J体上 (α ′́■ナ)′ ユち1

('こ 生 げ も を 友 の ネユキ 橡 '庵
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す ヾ ζ集 め ダイt´ も。 リヽホ1て1午 つ ′イカ ′ゝ
~｀

`liぅ

につ 1'こ 哉 澪ヽ t

itり も .ノ tり「4、 ノミ平0平 面if止 ハοルれ このオト5り 心ヾ 膏ヽ 31ビ _し /1と うも。

ノp〕 ロト1ょ キ■
1暑

:考■六ヽ し こ

θ(υ)=|=(U)ク青)1だ t〔ι([ノ )ゝ ((.1′7)

た,路―先.ぴ め~ど

れわ これ も。 こ drこ とJ(U)|よ 4匂 f卜にハt,ご ll‐
‐
tr'■

6。 ノ1勿 ¢1卜 2〕 理ゝIし lL■ `了牡つ 七:メtiふ t

A。戸(υ)A~1″ι+5-千達/1(げ )|

と IIう 。 t)■ /ψ lは
'卜
θ,、|,P(U)rこ ら も 1え毎たヽヽ ,`1)κυ つ、∫ tLI、 lЦ i t均

~

l119 う ち 'な専lltと_θ it'も 庁l と '■'ら
｀
壮り1よ ＼  ヽ孤ュl‐ つヽ、ヤ′M〔×)に itゝ 二lン

3‐ 色。 こ の と さ 究:_、 i此 i(ゝ MO()へ、つたlit■il住 ノこ)17C'こ 、 ''t´ 1)(1.1のノ

(1{3)乙
‐
えヽ ヒキこうこ

りとこくヤに1博〕り i戌 シ`、 1■年鳳の」占オ4乞 _′上 ご'も 。

U′ル |
X′ χ l

平商 及

一

一 一 P

一一一一‐ N

一

物 外 コンデンサ~
レンだ ι2

4勾イト′こ Jミ う 1・/24a′lρ″́のいヽ「lη針 1.ι げよ
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こ こに Pに あltす も光 の ぬ 協 ¨
―

f・ 1と した 。 ま為

PMは

PM=MN― NH=(ιttχ二)=二
顧
― (4差 十 U):碁

%α汁み一挙

AοWス″惨〔″オ十δ―み[1ム (υ)十 PM〕〕

とで も。 こ こに

A=∫ユRの回笑1ム (の _ザレィ
ら二∫二蔵の施うこ1島 (υ )―うがLメυ
こ̈"ちЪ。(1.2つ 1志 'Iざ

`「

ノこ
W(X)=10、山 tの方十J―ま

'こ

ι十′)― ッゝ
と言讐ミ十ミえ∫ィ・ 、θブゃょデ

・
幣 lI各 女

0=八 十えら

(1.18)

(1.1?)

(1.22)

(4.43)

(イ .薯う

((.2年)

こキし■→裁

であ Ъ. るだ しX《み と1■九_し た。 MoOに 集ま る告́戌え】うし、
'ま

(1.{8)ヒ 4等■全 島にゎ らってキ、ィテして        た

WⅨ)=fLA。
早鴇キ
α%l_″方+5-4Ftι Jこげり十 PMb〕 ιυ (1,.2θ )

と41b t これ に (r.イ 9)■ べ́ λ し、 ェ弦遂りt実 夕ヽ りPMl■夏Ltt1/_白勺
rこ 
“
パ_´夕 と置l、 ♪―ど斗貴巧テっタトヘ出 し、 ま /ト リス嗚弘り上Lの 」卜とム ぇ
るうヽ ご ハ■転 ふ 奄ヽ 3え .´枚 (́耳tttt iよ名略Pし て           ‐

W∝)=A-lω オ十F― く (洲
‐ハ i― B“ lω方十 アー{(針 み)i

(1.え ()

ヽ

′

、

ｒ

、

ノ

=f_1■の竹 lιぐム014D←ガく)υソυ
二蠍οO‐OP←イモこ券のズυ

ψ=施イ姜
プ素うてキtЪ 。 (1・冽―)1・|九 ,皮 リネ2=為、1聯引亀■"ち って 、
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写す Ъ こ と
に いつ て フ

“
潔好の 1コ ■■4禁の象

r喝 とイi黙ヽぺ 夫t■ ζ。

こイ̀1)|ミ 示 したつミま た穏
‐t颯 )ヽ、 {4勾俗 Oaの ■■

・苦え■ォ饗姦ザた わ し

たも つ と 0しのとつ れ ば
](1.磐
崎 ■ヽ

θ
`χ

)=SLθ
`の
物トウχのんめ

とな り、働幼に角″し回キ町イ象
t拗督の フー リ■ ■接ρ 彰 Ź・ 与 え

∫1に b。 (1.2θ 〕りχ 応 回キけ砲 σ)'暮硬讀
~ご'ち Ъ とリミに フーヽ り ■■

換 つ為味 うヽ∫物でヽ の持 っ
~と )ヽЪ 餐雨lit藤貞文■

り
ち り、 l■ lスコさ一

牧 し ■ t,ぅ 。

、わ′地 颯 ろtχ
′
を Ъ紅 世 代 ち れ 1ボ D卿 四 %2つ lコ TI九 .l卜 て =χ

′

I≧ 中 /ヾ ′ミ し て 分 で し              '

θ(π一χ
′
)=∫ Lοの ′″ηt―友χ

~だ′)“ κゝ

“
      〔ィ=47)

とな b. したポつて 回1向‐Lり た■ 2χ 'プゴC~」摯効 し
^毛
リボ 、

盤蝿 ヽ夕友轍 Lと み` Ъ.

(4.」 2こ6)

(6



1.2 表 々盈 rミ より鳳
'友
枚 破脚ヽL

つ tす た 凰胡
~拳
子

け |■ 凹栞 面 上 に イれに ち た り 1～ 博θθ本 くダ t)の 飢 合 で箕唱 l亀

に 平行 為` Aヽ暗 つ線 、ち Ь りヽ1専 〕葺 ■■ っ い )る tの だ分 九年 ワ

用 九 に 分散 薔、と し■ 1■ 1)g仁 7さ ス 。.分 地 年 リン分野 にち11)了

□ tF「碁 む i■ 母―硼 あ bヽ り1′よ咄葺[lTllろ どヽ rミ 分類 ミ れ も ボ 、冬亀 ヽ

与 上 つ 学ァ咋 と し て 回 ■軒ゼ蓼子 を を た た
■号 行 、 白ミ員 の 像 ■ ヽ ゃ Z

ヽ
' 
て 、 4さ ‐F_I亀型L(及■■)‐するりな

'風
の1■711′ご黒多燿卜■ 6-え ヽ日ヽ 最

格 も―と、 飛私興ゝ ミ し ヽ
'こ

確,1だ のデ峰■ ・ヽっ Zり て 、 .たュ〕たり′QttSに ■多

磐 と 与 え る査 朴 苓 子́ ′ご奇 類 す Ъ こ とる(ピ ヽ も。 回薔 容春子 ■ ■

刻 た に入魂寸 う壻計き、o「 ぢうヽ り方裁
‐ぜ‐い糾サ上に格 七を作 ダ 41

1夕 わしヽプ弓」な t)巧ヾ、 ヵ溜蒻23タリク%で 各官ギ料
.lご 被 栞ゝk‐すること 1ま

非 常 に寄、颯 ボ
`ヽ

るヽ り、 央蔭 6句 41為 ハ
‐そ・ l■ ■ 1)。 格 子作 戌為ニ

と して 1さ 、試村 上 rミ 扇九稽 州「ヒ贅尋 し■等■ 6つ に棒 卜ヽ≧転 等

す る為 畿 ポ ib簡 ―t― プ

あ Ъ 。  した るごつ ~乙 ノトカテ

免:プ 1ホ 平・砲 の日ヽ 嗜格 子

とイ九哄す Ьこと と し、

こキしに
‐
Dlり ■コR″弘う。

オ (.3図 にネ した よ

う41平 面 のさF~l雨普キトト「と

考 た、格 子.像つち 氣 と

日 前 格 子 (ι嘲 餞 滋

“
商

事 た 応 卑 ′ミシ
励 ″『
)は 平 衡 ち も

回前
‐
キトト つ朴 各署課

とブ生外事専虹
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十αι)

∫(■ )

(α)規ョ臀tJ略 ト

オ 1″キ 興

(ι)■ んた'々トト

凡う良執 蒙Lコミと つけ た` 回前 碁 子。

∫
`の
は歌 幅ももキ Lミ、

~す
.

ツ 軌 に平行 く世 く。 次つ 10■村 朴 キ つ蝸 褻 の亀地 ■分 布 ボ ■錢

1だ に交イ咤可 も とす れ l‐ぎ、κ軸 ′ミ平資 な,崎
‐
硫 、′も、た tず AAつ ミ

翌塾キイテ尋 ,よ 針 1。キ鳳 (ι)の ようて
・らも。 tゝ よミこだ

:fTダ 。`つ4
咀 、うヽた 1ポ 回 可rl~層←子́

|ミ 不 Eヨ ー 4'奇tう ミオQえ 6｀ な´ス と さ l ■ つ

蜻 面のこ 4靖計分や lざ キ 1・ +Ц
“

にゝネ しヽ ごとく各奇奇 jOよ 、

て■っヽ鴫寺 ミ千みとやミつよう /こ 在ヽ 3."1.4鳳 だЪ l)て 秩た操、

つ
"は
場庁 2■ゲ す爆簡t的 ■'た」苺プあ り、■ハ ∫(の は様 1穐ミ

亀モ1卜、て
'〕

イ

'ぜ
、ミ」(151そlfさ ■「り

~も ロギrttξ、ヾ 嬌寵:几 ′これ枚 ぞ11t、 々 tt

て為 たもことパ ご́
′tЪ : したパ つてミ

^東
らゴ書́含つ膚い夜裏災と

うヽ た して、格 卜闘 卜ヽ ヒ !ミリ拠数 と
~竜
1ヽ
り峻 え z毛 ~ご し⊃めヽ え乙ヽく、

力頑シミ1意 特蔭ヽ 薦ゝ致智lと ｀ う。 これ によれ tご ■んだ
′
|ヨ ttl‐略 卜 lよ

ら苅、iらア
「
によ ぅ■f■イビすも牲おいミう夏数 ヒぶぃ る収 聾 ど'ち も。

しためぜ)ztと つ札黙略 もつ更,:ミ手分 布 を電雨いむ存′事拠と■ と

為え Ъと 、モ_ん だ ЦIけ」碁 卜 ふヽ生Q亀 〕k橿資訳 ■ う |り ハヽゼ 地 ぜ

イ8



あるとケろ`す ことあヾ マ"■ Ъ。この場合 、億 ちすη
'わ 3■曽ゃ拠

|~よ ど′つような'も う と場 2極 |ゴ よ t口ヽ亀輩
「
「
′さ為寒 すも .

気 の ン 1.Ъ 皿 つ よ うに 、朴 も―蠣につヽヘ ポ サ卑虫lミ 平イミ|こ 也
‐るヽ

れ ‐ )ヽЪ 警各十咄瀑 ∂cの 口ヽ 1地格 与つ ふヽ
fbi堡Lもヽ今神 ∫(κ′ソ)は

,(ん′ν)=f(の =A。十Al mtt θ。め十九ωtt ιttκ十
・……・ (1.JuP)

とフーリエ_魚

“

電こに彙「ヽ ゼ
′
■ Ъ。綺島λぽ 貸 1.F凪 に ミ、tた よう4'

日ヽちよび
′崎ボ交ユ′こちЪ ttb■えリミ典:キ奇

‐■とヽ ヽこ )ヽも 格

与 つ■%/1さ,1末

∫(0.1年↓鶴撃御Qル十メ篭傷争“
2Q"―+`―・

,

(1.ユ ?)

のゴ とく れ` も。 ここ |こ こし=2召Zん
‐
z“ちも。格 子り出奪処■ フ十り■

緊哺実に晨限 した島 合 、々つ名4良 つ フー リ‐イ黒棋 とフーリ
ユ、神L本ユ

と必ヾ ム、tiユ 郡下ノィ亀、っ名、ゝ久牧 の丁取や亀とイ■不颯t与‐え Zヽ )葛
をい
うヽ 6｀

(1,28)の 各ゴ■つ A。ノ八t′ ハ2な ど |い つ 嗅 lfT孝卜き ′ミざ ふ

の 回T'電cの 豫 '喝 ヒ ネ tZ｀ )~こ 、マ
ロ亀次 た つ撮 1亀 ボ A。′4次た の

をつ瑯ごAl′ 4文 た りも のボ /矩 4'とりと為 iり 、戦影 レ ンズ
｀
ぬ ■L′ C

左LC・ b。 こ こ ごヽ 安ゴ葺多 レ ン だ ′ミ 1´ざム 友 地 二 り も ヽ 次 つ |ミ
I青 九 亀

Xキ貿二脅 )ヽと
~す
tt― tJ(4.2『 )り

‐lr Ъ∫曳ソ、11_つ 」を卜工駐|ざ itf墓こ1こ 1双熟
`買

lt‐

一デ、 II]キけキ答十「よ

∫〔
“
、りり=A。十∧lω4のレル

(〈 .30)

と 4・ る。 した るぜっ こ LL

たヽつ嬌計〔ヽ̈ JDう と ど'日
:ミ 111

格 き きヽ、す ヽ
l｀て (1.30)

欠■千多■だのも ミ 許
ノ句́ ワ

LI時 つ 鳳 ■サ布卜予
》イ.5嘔Zl

Ｑ
Ｊ



プ ネ 下 メに ヽ正_弦・腱 ワ夏狂地 キ奇 イトと ヽ ヽ・,こ い Ь t― の と 為 た zょ

1).

6(協′為)
ん(“′2汁)

‐
z"あ る。■‐し復つ員ミけ待子のと典キ塗νケ|■ ((_30)の に1こ

“

―スに,り にサースひと貴ミ‐喚えてイミ3ミ ■うミ
‐ご:ミ

メι′

“

=八ο十ハィ叫
`え
を(“―スrtp

と4'Ъ 。
‐
■■多イ負 7」―

`ぜ
―た りざF■1つ 慮ゝ戒斐姓「ふ

ωrtf譜 [Qに―スの1二 ″こ一叱諸
と う｀も 。

譴L´嗜黒 |さ ち t,~も 商ミ切え数 変増ヽ つ島
′やつi交
‐郁ミ波名らの 1ょ

″ =α2ι十及花け )                   (1.34‐ )

の II}偲
~ごミRヽ キι、力 |よ 嗚冦ヽ又ずつうり、ガ互|さ 失ヒ数

…で′
`bも
。 し7■ うミ

P(“′功

Sメ 屹́りめ
る,("′け)

ォ1.6図 や ■ ′こよ る日‐r「格 子
働 .Lの 、崚ノつて受住

P(妨′鳴 ):隻彰 こ`っイエi
P(にJ′′)1■ 11多 役 _つ づti昔

こ こ―ご
´
坤 1..61m lミ

'ぃ
した

こ
り
とく 、口寸 橘「ヽ 1二 ら点′

P(“′′高)`ぜ イゃミ に よ
t)

P(“ 1́ル)■ ご1を(■_した と
~す

も。 こ ミ 1こ ハ
“
(ι衡́ υb)お.よ

ゲ JS,に ′́ぁ )|さ 各 々 た為 負

あ1ざ グ Q力 ヽ 1■ つ・■●■
'試
今

Z゛、えιCめ′つ
~為tよ び)えサィ乙′つ

|ホ 孜キ■LI児つ く■つラ私穏 ギノ

(“′つ つこ1誉たとして 漱わ し

た もつ て'あ ,も 。 しえボ ,て

tl■ttkl(1・ 31)

(1:32)

(イ 。33)

Sノ屹場)
ハ
“
に,つ |リ
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デて ((.33)`ミ おけ る■菅薦kラ児花 (に ,ソ )1よ

4て
“

,サ)一
等

ム =一にし

“
'ヽ
1■ つ企_フヽ女「

t■

ιげ劣一面Iマ獅
―
″・ 歩

(1.35)

(1.36)

とたえてよい。一ヽ、生!ぶ ■彰亀つた操書̀ヽズιθ′場)こ“え.ヽ ミれ
の

(〈 。3′ r)

とう` も。ゆえ Fこ I_ん だ
'1ヽ

「
「イ碁卜lよ 、■のに T41iミ 千■ミ'■ 歯ケ|ヽ こ

為え ると

“

ち f。ム、
~ケ
豫わらそつ聰ドトミ と豊 へた●ゝ のLJミ分と

撻ヨミラi気として |ミれた奄■Iむミtりに とヽ )も と もえ こよ｀' ご と `ぐ `1ヽ ゞ

ら、ノミ71に ,フtl。

ユ1



1.3 生姉 検出カシムとしての6μ滋″″物

"
11.と で釜_ん だ inl苛蒙卜も‐lさ 玉多Ⅲ争ヒ■斌 波として ,ミシ友数1■

「れ これて1,3こ と L4べ`え るで、■つ4財きヽ シ史L静ゃ料―で′あも口
"

格 もつ イ襲1■l Jl_1ン何 び
`ゝ
ヶテョ濱 ゼ 九つ 3■ 発を分り とし乙率狂Цつ イ‐t

は・、
~す
.■ キ,ち 42)ヽ

~ぢオιlギ 1、 宅つ種.イと/予 をケい  ヽこ とるこ2り ■ も。
1ゝ/t~ド

“
雀Lη
~す も1ど やヽ )ヽ``、

'ttヽ
ちな lL 2■ キ■:∫ ょ 1ヽぢ、′ミ )、 ,こ お無

■増●2_、 .

九堺ミ11ぶ 点,光じ費、とし、 支ゴトぬ―Lχ′1・θ′
`′

二θ′ミ堪ヒ̀や
れ Zl'ゝ と~す

う。 L)ま 簡 いつために V― 次えょっら 午 |さ
…り )`て 畿

‐
読 L(わ b.

回lrl―■、も っと典"拳 分
~71‐

)(■ C(、 もθ)に 熱 t^こuと く

∫に〕=A。十八f“K″レめ

―ご与́ え 6｀ ノに 、 破1イ _ヽと

ハ(“)=磁 んれ 磁 め

とす も。 fぼ壁ぢlわ え も｀セ ■ lV/7じ
^変
往の日前事ふ―も、ったム キイ>今

|ホ (イ 。も7)L(イ .3の にイヾ 入 tて

∫こに)・・八ο十八(a蝸″。(“ _んに加厖ωれの (イ .4・θ)

と、■ b。 このr%くゃ、つこ・U亀〕よ」~I‐ (1.35)ち 'よ くグ (4337)′ミより

こ4.38)

(1.39)

%の =ε =弓′=物為閾妨″
で1あ 慟。 (1.4o)2■ ■多して

｀
,(の =ハο十/al,IJ碑

“
りい。(att P為 )“ I

と■ b. ここに負 =―
`ぬ
物 で、運L億薫ゼ 1よ R北誉た変¬喝ヽ 査たと

呵ギ 々
‐こいも■ つプち ろ.ミ こブ'ウ 鶴囃 lよ 4は冬 /tの 回Tけ朴

卜′むつ りヽて実_事 デ て、)Ъ
"`ヽ

6｀ 、 (イ。39)よ り日ヽ 6づ 4ヽよ うに,駐

(イ 。41)

(イ。名に坂|)
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:た ■ 1■ ド .rt′停ぃ た tゥ 乙・1ら り、■た こ{./1‐1)よ り垂、ll′ C rtでぅぃ′

二ヽ ↓ ()て
い
もあ も。 (1,メ |ユ )に ■)り 4ャ lょ 門I≒導ば '1lЬ り、あ卜こ

"Zヽ
)|よ

1)Pヤ ■Lの ~ヾ `ノ マ́:レ 、ヽ 1,,し ごめЪ。 ({.・ l‐θ〕のごとく「ヽ、i′ヒせたI資 ハ こ.´)

け 飛 い11■
｀
格 6-だ よ "て ■ ツ L´ >ぞ 上_に 性 げ る 7挽

`ひ
耐 Jゝル々 の 〔

`ヽ

■ i叙 1ぶ (1.40)の スヾ 17}ヽ 1レ こⅢち り、(1.■ .ι )よ り

“0〔χり=ニ ユAoJOり 十ハ|ば三∫1°瞥)15・ (眈
十
1だ
易一え)+5(“え́IP■焼

「
は ):

(1.・
イトも:)

と碑 も。 こ こ {こ ち |ぎ ｀ァυ(レ タ 1ユl敬 こ~ら も。 この ((.斗3)■ lレ l′ さ事二

わ t7ミ ;`つ ポ

"(.71ン
1ご'あ も。で、lЦ :贅、寺…り 1)メやに 1ぷ 、 ン(rrpス

´ヾ'71ヽ 1レ |よ ―θc,θ′のしのイ■.Aノ C=乳わキtも うく、 |｀ぃ1■1魔セ Iヽ と i〕

|ナ ん τ路
―も̈ り ■髪ン奮 ′ミ |よ 、 WttL'1忙 σ)溝卜 1■

J枚
ウ i殊 Щ Iン赳 事 よゞ うど生 ピ

るこ と、りぜち 」ヽ も。 ~3・ 4わ ら一千万t´ iら'卜 び}1 ガ【つ 1穐1人 ヾッ ト Iレ で`
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りヽ も 。 颯も k揉 ―鷺 し た フ′1)レ 負

2格 子繰 に直 亀聡 にヽ 亀 に

π {燿
'′
わ為物滅れて

い
え食 しなとヽ lさ

冬
`「

織■ヒ/さ り牡二月菫1,た .J熙 矯こボ カ2.つ '颯

“

り|り 鼻聰鷲L7'ミ tヽハ もつて
lあ
も。

12.も のキ 2_13‐ 興 て
口
奮 )^ヒ 褻ミ

不れ1ご 写襲 フイ lレと,● ザ

レ マ 21と に マ 像 砲 上

つ醜及分や 1ぐ ■■

じアミtσ)ボ 針ュ…22二颯

に )つ 本終=プ ネ t卜 t9

であ る。 電やユ・ユと図 (ム)

(ミ (I試料 ■ 9■式 茨 ヒ

や つた 。

キ2.20 inつ た ,ζ猥 ぶ

り鳴 つた 1)キ 2.{61ム は

たつ覧違 革 ヒお、tλ 九

悔城 鷲□苛 九ボす ヾ て

丁

2.19日  鳳湛 ■検 鷺ゝ う

`す

た調 ¬こlCよ るL“概辱場

鳳下
'〈

俎つた る(り .

C

0

0

を2・ 29巴  '勉与伊守 つイ禁2■′鳥
タトピ瑶彰 して奪 バ tハ 鳴 りきktJえ

や猥 つミ亀ヽ。
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ヽ■,                        ,i                                ■■■■

κ
―θof  θ  θ.f θ.2 θ.3 θ.4

-0.イ  θ  O.l θ。2 a3

熱卜2.2興  鳴つ0たヽ'光 隼1甦≧Rヽリ

オ2.21図 幅りをたtヽ 光奪棋建
物ψ″場笏□■fT穐 lこ神入 マヽ

く ダれ 羅試 村 ■ の嚢に.

喬 き豫 lI撃こヽ 亀 プち も。

(α)か 集れ:□影と後

影 したフイ1レ4≧ ミ登

して冬 5代たた電九

由 黒 .

本像 :光電九 :ぬ

黒 よ |)等よれた弦左

匈 。

`)試
号飛の変訳波.

亀
ｔ
為

一
十

一
‐

一
月 ト

ー
‐

―
斗

一
月 ―

“

４

　

　

５

ａ

　

公て れた試村飛 ケ像面上の■λ鍋 .



一
‐

一
斗

― ―
←

一
十

一 ―
ト

ー
十 一 ι

―θ.f θ  θ。イ θ.2 ・θ.3 a4

費2.23図  颯 つた いた惚裸[L

l― 日1・ 強 tミ番 ク、こ【

宅ミ∫れ 71試」時
~「
このイ象 .

■卜子案象1吝総ぬ れで
′ちも・

(の  紳 楽れ:口彰 乙機

影 した フイlレヘ建 た査

じて冬 jれ 養 光 電九

曲線 .

太凛 :た電流 山́

黒よリギう
^31な
分

琴 .

`)試
村■の主ミ 疲θ

光
電
島

-0.l  θ

々2.24-□ 鴨り九 t'

化

θ。イ 0.2 θ。3 04

九年根 をlFlり て■∫れ

ｒ

０

た竜ギ料 ■ つ像 碗 上 っ強 及分 神。



その質L豊キつ直卑た薔卜はべもよう|ミ 警入しなとき:ミ イ譲∫れたR
げ■つ Lセ 仁 ぞれオ2JともlЩ お ざデキ2.鶏Ⅲ鳳 1ミ 尽 した。

すイフエッジ'■ へ｀'え 城ヤ缶り強ぶン争神
と費之。22図Kι)つ 資れとΣ `

ミ卑たして りヽ もと、た。なだ処と l■ )`^りも合 1ヽ 旭強及 つ■ないり Lダ

れな く■ってお り、九強及 り■化、も比較 `0ゅ
Ъ守 もヽ と■ っt

■
―
諷勢ヒ|コこぢ'ヽ )て 'ヽも 。 キス.4鳳 (α )dD諷た倉神 11で ダ |ミ 養竜凰

'た
′こ4弓'ヽ りてお り、 これ 1‐よ月につよう iミ →乳日ヽ され ヽ. オ2.2θ lヨ

の九年だ甦「よ
F4J颯Lボ ミつ く、れつ直卑祀ヽ 卜1>入 ヾ ク ト

'レ
の九ボ 9

り寃亀鳳 12■
―・べ'て ネ友つて )ヽな い。 した るヾ 、 て'毎オミ寸 Ъス´ヾ 夕 lヽ

ルつ冬颯 lミ漫枚 ′ミヽ す る建い曇J雨′Ktボ サイフエリヽジ のよう
'ミ
.マ"ロ

あ い ,1■ 1の ま ゝマr銭 っ■ )`、 書)奇 ぶ ち も.ミ れ iミ 及 して

や2.16Щ の九専で処I事 そつミ梨緊卦 1ミ よ うマスヾ ク ト |レ kす べ
:て

複 う ことポ π
りきて t'も ため 1こ を欠たが 上 ぶ って ぃ ぅtつ と等

米 され る。

>た上 :さ だ ,ヽハ 1'つ イ嗅へ 2知 るハ リ :こ 曳砲熊α卜z"ち ろるく1、 夙り

庵写真 フイlレヘリ H一D山碧_と イ史」■■量 、乳、出ヽ鳳 苺ど 曳賦 朱今

と全 く l■ ご'tCし てミガ唆′こ′作現 し、た、やだ甦t† イ)ス ーヾ ク ト iレ ウ

ハ らせり内 |ミ ,あ るよ,う ′ミして疎亀渥むQ9tt公 1,ハ 宗二強 やヽ ■寺、■ 0 ミ

1,た ■式
1斗

サ1志 オ之.31た に ■、した¬1-ピ ユ径 つ ブこで )ヽ1ヽ 作氣
・
L′gt Oヽ しヽ

た よ)iご κ の乳 □臥t‐/tヽ さ く 、 ■ ん圏 多され たス受卜も―つ ("、や′:｀よ―デイt

の影響もにとんど'馨 t'と 為え∫れ ももつて“ち ろ。
/fA R tハ 九

攣楔 :‡ tの 奄亀率山オ象■キム.18凰 にミヽ t^も ので'あ る。こミ

で :本 ジとや琳兜の 句 璃LI鳴 ■■ イ嘔tて ヽべ り ′ミi■薇憲乳贅ン吻 レ ンズ
:

2九、や 69亀 i耐 上 つ 経 イ象 とす も よ う に夜 員 に Z⊂l前 九 L'人
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し、 1_り 1九 た肇 塗_■

え て相
'ヽ

●サ「ミL tl型

1)句 蠍こJと '鳴 と■_2_ム 。

光 え1-薫 と_し 41よ 、 ,tゝ

り聟 [́と:.11理 にち りヽて

あえ副 ノ脅 口 tも 量1ヒ■

li′ レ Lだ 階ゝ にミ斑1部こ繊、

ベイ引レ さ́だ
1ダ イJ口 も り、

[Lヽ竹
｀
亀 9)噸
“

粍憧 1ン、ヽ■υ

レ )― だ'|ミ よ る■ |'こ lill

うヾ 光ュ'卜「■つ 中ヽ´`ヽ、■1と

看_葛 ウウ…が、 ネ占lg、「颯

(́.幕 lよ 111(V だ
!:ら
もゃ )ヽ

∫ 1■ 1年 ■1り

'ヽ

・ tり l

■2`お
~lコ
 l■ ,3.θ′甕.,PP/の 九牛:製 菫●11'^【

・i■ ゞ4■
'I試
♯
「
L tr9 1■ 価上つ」1な、う 耳ヽ卜。

ラ〕liヽ |ヽり牲

へ  111 「ヽJ七 り方、バ・りtθ.∫静νたとit´ 庵■≒
ソき

χ 〔J「「;Lり ′た、が`り21_3./7rF/η ,と t.41%´き

Q L・al lll t」 ウム●ぐりL.1.8凛椛 とこた「喝′な

thメtt´ ど tキてtittt t'.ル l´諄″ .′ 子.3〆 P,レ′/″ ち｀よ び イ.3/砕 r77 と、t_■ 1,(～_■

ボ
i, 
こ ンこの Ⅲl下 J｀ IL′き 峰́ 1よ オ ■′_貯 曖lr■ tキ■ 31亀 3.θ′峰″Fι つた.隼

1■ こ・ 卜 打 ユ́た )こ と_。 ( ご'さ も″ セ [)よ う fミ た_1惟 本た■ 下ヽr、 t ′ヽ と

き に ■ヽ ミ さ 十́マ ι I見、わ
・I(1も ′∫も_Tミ l ll・ )́■ ,牡 サ Лtt■ 佐 JI・コ 星:ヾ 為 ゴ と

く I_JElど 4与 ミ 減ヽ九 [ ■
.Iミ .こ 1｀ キ〔′

iミ

1島
{112#ヽ

1ゞ卜
~141の

主な静 t ittLと す1′ こ

11)2.2ξ l■ に I( ■|。 ttli_|キ 押JIヤ う気:社 1や 〕 1` 41■ ‐,d_t, もの ご

う
「
」こ′ヘタけlイ、ユすⅢ ' こ|よ 51オサ_E、 で

、
「
iギt.や 1亀 争 千11去「

、t血 え、 も :ア1｀つ(ミ

“

′:=θ Jぢ ホ1ノよ
lル〔′∴ミθ、f lll■ ざti生、と一 it、 すふ`ri,1ご キ贅1喘 t_~1ヰミよ∫′t_

キ _2´ 、21'4ビllミ トイ
‐1{ボ'、 }ヽ~ず キι ι Jl・ヽた市へItLと ― it´ _ヽこ Jむ ン、

，
Ｊ

´
し



わずるヽ ,こ λ 6｀ 仁Ъす'れ は、作成 した児各投り様 rlFLミ亀キ っ亀

黒准 おヽ ダのずれ 1・ 年九 九つ影響、試村T4作 成 |ミ 夜鴨 tた 1ヽ負

りゆポケおよゲ猟たtた九恐どの要困ロミ苺弓'く も りと場われ、.

、し込ポ って■ 7島こ亀キぶ直紳 !ミ ■イ色す もえ′ゃ型■ F-2

の回前 ■コミ全 入ヾ クトlレ範nt社 うょぅ :こ 導 入すれ 1ず 、冬曳に

■部じLす 恐わち登つ分神ボ雀聾ド れ もミとる`わるヽ 、為 .
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2.5 m積 製 lミ よう復調

ミ認́+て¬・よ4』軸 1ミ tゝ
‐て素鳴ミ亀キボこ韓色む「ミ■イ〔可 ヽ九

、各j性■助銘鴻學姥颯 彎ヽ覆ヨ!ミ 喬
t入 しt為 え4省ntヒ ミ 成 しA・ 像

九茨 は■に     そ点′九覇誕ボ 7′ヽQ`ミ 並んで'1)も とえ想t

キtЪ 。 しハポって黒 4光洒、|ミ よЪ凰守けイ彙tま た たた冬点′光L〕鳳豫葦

つ共」記 強住世で χ為亀 :ミ 九ぺ つて )ヽЪ ために 、一●1■ キム.11

鳳 1こ ミ しヽ とЪ:り 央員■多状 つ たバぐりを、
・bロ  ミ.こ iミ 針2.ユ

`1ミ
|ミ

黒 し茶 よ う 1ミ 、不薬Lミ恐 マ 入 7つ 貿知こよっ t httL● 9,{ミ 回請 ス

ヾフト 1レ の各瞥囁 lミカた奄t'ミ すヽ 寸 Ъ運菫典九tt恵■等 して、tイ■議
ボ rヽ Atて′ЪЪ. こりようイIマ スクにI鳳驚 λ・ フヾト|レ リ_各 |ヽ■麒文

lざミ可声も斐L」駐九
‐
覧ヒ還燎 6むイミ主引ビ′Zヽ , もモ リで′あもるヽダ登、敬

型投 と興ザ'、 ス
~ド
{ミ を曳及 、■)トラストなど'1ミ

~‐pヽ ,■ ■ミ嘗罰由む、

史:駐631ミ 為無す も。

2.5.1 役ミ 理論

回前 格 きっミ亀 キ分 布 (1・ 30〕 、色奇神 ヒ藪 ぼ すた諷 友 ({‐ 4-l)

ち よび
:供 Iミttな ど l↑ すべ'´てこれ ■ で:り も つと RC′ とす も .

表2.1+巴 {ミ 尽 tミ スヾ ク ト |レ「卜tつ J薦囁L素わ しハ tつ て′ち

Ъ巧ミ、 曳はミ1ミ 現キンれ る.回 持像 |さ ス リ ッヽトイ象つた製 ―)た もヽ り■・、

汽つ不皐与 ヒキ 2.26図 1ユ ミトし為。 ここで'奔切彙 Lttt t員卜にた ょ

う |こ れつ根 ボ直線 せ
′あ る itl■1ヽ桜 Lヒ :Щ の よぅに 五λ翻クル湾ψ 鳳

VI‐萄 に導 入す も,ス リットII亀 2.1で
:為
彙 t八 よう rこ れ動物考
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ヽ

αヒiヽ と
…l(,ス、ヾ ア

 ヽこ路セ鳴 )鷲 と`ヽ"は
レ
t

′こミ了′さ1、 こ +1‐こ lヽ な́,ぅ、う
｀
■

|ミ 1ム エ '1_I .た.::彙 うで 'く リリ|｀

えi合い )並 ん ど ,ヽ も と、 :≒ :_

∫ キし、 ■_つ 各・ヽド,たЦ:´■ミつ 共

潰、́r、 1ュ iど 1颯 神午イ象1ざ 左 /1.lc

ム 。ごっ ■ )ヽζ u｀ )■
'11_

ざヽ薗十山 ハ̀へ と:ち ,え ζと、 メこ

キtiよ サ`イアユ…ノゴ'ハ tのこ―α]・ 22

つ 千
'[世
ぼ I,3 tl,冶 rヽさ ヽビ年

tン 、 !ミ
し` t性 rl‐ 五ミbb iら l`T

′こ不、1+~夕 も。 し

'tミ
キ‐t ilu、・ ,‐ 1ノ

ヽ
　
　
　
　
・

る
　
　
　
ツ

ム
、　
　
■

と_11ミ 4キ ダ 斗t_も fttII上.ウ 各ヽ々 つ 51∫1_分 :r)ミ 約口 ぇ.′↑ 十 )せ ,ヽ も っ

や′ン●2_6日  T勉〃4ギのItt I「 ■ll■ やヽ

t薇 ハ́ 砲 穫 製 机 ,

卜1レリfl i≧ F_1卜 仁

の 1再むnkミ
‐
す 。

fご
`く
‐t l)。

すイフエソヽヽ ソつン(｀、壮≧1'ミダキ(6イ彙1■1上 ウ 6■ ブ■_今 今 との FFヽくで、1■ 、

す
・ピ¬さ 之ヽ.31ご おヽ

'こ ャ:め 、 
νこ́れ 1よ tr 4.11)ご '_:t、 こキt/さ ぃ u弧 1ち 里

1眺 と |'卜い)本 と_ミ つイ亀jll上 り ■、:rt今 41■ こっ錢八_/4‐｀や 農上_い 4
ヾ rこ と
｀
とくすィフエリジ

′
1,イエ贄 ヶlい ｀'こ 神 え́イ予キ1)せ こ

Iαガ)=二
′奪
〔
洋 Jキ
“

a峰)F‐卜21ill,髯 L…Ⅲ 衛)1卜・ し′4)岬 4′ma´″ |〕

)1恥Jをρ21)iCよ)牝彙λtt μ
′
1 は、.2_り

(4た 1~`a屁 `D(11賢 1ミ i夕 )も 載bき

Z薇毒 畔1孵tLヽ キユ 之ごら1/)■_ウ1も ずヽ り負l短

とり負:尺 .1∫ツトカヽ
‐t~と trり ″ιιレ島～ノ亀"χ

ぇ性、え Ъ

と う。 この c_2.ムリ ■■ 6と

ｒ
Ｄ
Ｆ
０

i11=よ、4乙ィ′a屁 敏,´
`raπ
ιι riIャ tλ′(´ ,4



化=fり 碁キ寝 聰
‐動ボ
′
現 わ れ て あ` 3、 復_前いくミ 成 さ 槙

‐
(い 'も
さ

と,る tわ うヽ も。″資、枚 うt複雑 ざヽ
′
ら もやヽ 」 、 この よ ゝで l卜 1｀凱 とヽ′D

鷺 尊よに よ って聟L功卜北 Q]千多ぢヾ ど り よ う′ミ■イ〔」=ぢ も。ヽ
1鳴 ヽ こ |エ

)ヽゥ ど 、 1)憩 ～一
“
ヽと tt椛 き=―ど および 多f=-2,みオ=2と しマ

に _21)の ζl■ 分́Ⅲ 2_竜ヤ
'専

_し た。 tり 朴象とЩ Iミ ∬ )ヽた tの ‐こt

キユ ど́71Щ で'ち Ъ。 ここに al~~― .と ,8・ =2時 キ2・ 26 Щ r「D砲 積害LA■

Jミ ごQ一ユa″ ～Q十 _2ι場 の矩J14112キ&)よ ぃに置くことをt′や に乙ヽ
'

電)(,

亀積 理導L■
1'い ノハ l喝 riや つ 授、な_′介や くと.21)の 温ヽ ヂに残れ は

(.2.13)つ たキ |ミ したボbて

(4_22_‐ )

↑
川
却

及

聟_と .2′7Щ  ω(′―芝夜
'れ

,ν ωこ十ユιらンハl■豹たう

よヽ4砲や亀理租 2 fllり たとミワイまぬ

上 つ無及論 う。積 ,中Щl■直丸 萬今ワ1貞

trpと _ミ Ь｀ろい′た .

1笠甘lttL(釜.) 出ル″,じ `“
a,″め

″ヽ ‐‐―崚ルルニ~↓    ′

ぜう り、■た 之ヽ.も プ

えも した ユントレストrよ

iユ ニlXラ 入し―

_奎疑崖型鴫)卜1鱈 )l
ま豊重1尋(竹)Fl
『

:ユ子1 '‐
‐
"

(.2_.とも)

と.強 b. キと.271コ つ」1

た t・l ttd)Iもノき、
¨
す恐わ

ぢイ2″せ=~戴 リ́レr=~‐とノ

3と =↓ の■Ъさり K石′ル

浮4ι軌
‐お よ び' ]｀トラ

スト 1さ こ2.22)あ お`ツど

67



(ム.23)rミ した るせヽ マ 対

等 L公り、資つ籍ミと

費2,ケ素 にミ t入 .

費 2.4素 Iミネ し為す可

フエッジ'LRり てくLミ ■

行 ゝ Aと ミつ μれ

や2.ケれ  鳴靖J史夜Jミ とぅける
驀 きもヽ∫侵 ざれた倍 tイれっ

μ物ル"為%と
コントラ入卜.

μ ぬ ゆ お よ
・が'・ ゝトラλ

卜とキ 2.∫ 1たりkれ ヒ■

虻報 寸 lれ tT'、 颯溝ピい 、■ lλ ′ヽた とミ 1■ すイツ■ップ Lミ ι′る とミ

よ りtコ ントラ入卜■ヽザですす もボ KZあん子ユσ麟ら lTく てヽく 恐 り 、キ

史に 等い、で'■ 3こ とぶわ う、も。 この ミとはキ2.27風 つ颯及 山

埠 と費4.9図 (α)の ■れ ととく 6｀ ′ヾ て し鳴 ∫もヽ で 、 薇棧 型撲 ■

員 ′ヽ八
・
為ボ れつ諷及分 布 tす 変調 北 Zり ち も象 錢山森 に止 ザ ミ、

11ヾ 冬 tく な っ ■釆て ′ヽる。

2`夕。2 覆L損理オう甦とよつヒしたヽス |ミ よもイ告li請ミ

薗琴1■ 饗燿の′熟司■tさ すイフ■ッジ 2ス ヾ クトtレ 範 で書ッ■咆ttハ t

つ lミ 卦ミ与 した ボ 、 こキtと「ミ C′ こ と ttジこり よ う ,こ し ~乙 tミ 熊 ゼ′

ち る。 賀 2.2P暖いこヽ し■ ように 、 ,ヽ■ 九茨、ス リッ ト っ rFal■ 九

び 、 この スリヽット |・よあπ4ん″″んな7′
ミ全 磯―尋無議及 プ 霊 愚ヽ ミ七 ■ 、,

るとす る。 光ス 上χ′=θ にあ るD」 ピミ、‐tれハ lЩに最こなふ鎮九八
平妾ぃミよる―ズ 回杵 九 つ呻スピボ ス

ーヾ
フト |レ 軸上 プ Dθ ゥ住 量 1ミ

あ も とす る。 この とさ /湾 へχにあ Ъ側 た 1ざ Diずミ、した製駐́たま

68

主訳 輌狡れ,



だ4
M

オ2.28凰 光壊《守島2持っ容冽tえ 九等桑 .

Sl:集薗じ光二忌 q′ cメ コンデ
:ンサーレンズ

‐ ム:設影 レンズl

M:マ スク  SC:ス クリーン  0:→ぺ朴 つ口 年`¬占ト

Uりαレ
| X′ χ

l
脱引

撃驚 (ン トЪ―史 つ風薔 た つ中
ぐ lT D。 もヽ∫ムχだ 1す 離 れたDlと こ

る。 りLラミ」志力燿ブレ吻ノケぜ ち ろ づヽダ 、 'tの イ■登 2ミ jttpョ lミなLイも

して lヽЪ O■■■窯 光弘漁 霧許ミ の実 手 りとおえ∫ て々、 |コミ ヽ為 よ

うにすイフ‐ツジ2導入すれば
:各纂・た飛黎ミつ在置にスピヱ準

バ的 :ミ すイフ■リ`ジつへ 置 Ot交イ色しるもつと奪 り、すイフ
■フ`ジ

2つ軸 ttた つとRげ 効果ぺ冬 も`れ も。 このよう 1さ すれぱ セ

つゑ理 1■ 砲ネl可生不甦とく くRC'であ り、キ負及 よくそい でヽt色 .

この場合 、面積理型り 鳴 `ミ 神
尊す るもう i本 鬼凛慣て'ち もボ 、

曳導亡上資れ 2tミ宙fす るダ 尋噂そ )`・ 4は 1ヾ 九深tSぺ え
′ン0つち

負 |ミ 九ボうて 1`る とし.7も 、ガポ大き
ヽ
'と
ミЪ lミ ぁ る東素ジ乞

"取

■責に よるスヾ フト
tレ

1‐事すべ
:て すイフ■ツジ 1こ よ ぅて4.へ ぼヽ

れ 、飛融勢こ唄与 じ奪 り。 これ より九瀾、幅
:■ すイフエッジの植 置

ノミユ、マ訳 害され もこと ,ミわうヽ り、資り増R"は 襲■Ъ■
0ち
る。

6?



きた〕t‐下 lミ 裏1~ヾ も為
=ム
|ミ よ

)(じ 鍮春駐うせ'現 と「
ビヽ1¬ ■_ろ t

4■ 6｀ キ(も . ミキt= ビ t`‐
―~す  ヾこ

苺̈ 在、光、ピあ oパ うミ、 こ ミ~ざ t皮 _
:RIIく1'_帯r、 こ )ヽも た、211ミ 1ノ /1ミ

島 t‐ と島 2_5。 九主凛 lこ碧_九 i晨、

と、した と_■ 戸力脚 み 枠 崚lギ
=『 穐 1二

乙け視 現1…ミキて6こと|卜ly_λ に よ コ

42〔 ウアイ■itttと 曳 |ミ 〕
‐
6“ ∫41

キ,3[ユ t(「 T各 卜/こ よ )・■、」な Jtt t

――一―“→拒レ

X

オ2.29Щ  址.‐駐1ヽ ■1ミ つ像光J洒、

■鳴リハ雀 きヽ ぃ1■ |よ itt■ .入 1′

、`ュメヽ 3り 出ちによる彙フしリイL性ヒ

黒
・
す。

キt.も 。 )ヽ)」なHl―tウ 字llリーリたりに >」ザ:・P tttく ヘムくハ、JD iミ 1ヽ唇鷲つ

り色に■ 1ヨ ナも,~言ギや卜1ミ よ ,7_|ミ ピもLJ F「 た、σ)dヒケ 1・■_豊_2

″磁れ花И当クル ttt I T〔)ゥ 賞 A■ミ X鴨 =_|ミ 郵い夕I「'1ャ 2_27:ム の よ ぅ に 石
l

もし 的3た |ご すイノ r_、パゴ
′El▲ ネしたイ■貴ほ|ミけぼ

]、

iに巨人1お よ〆

ノ、た̀ D口 J∫力L IC■ tヾ´ てサー1′ /■ ッヽ́」lざ 1ヽ1源liれ樅ミ1ミ め 9、 シ友:L人もの

もヮ lミ 1バ【し ttよ f嘔 |ミ 址聟へにめ ,I衆ジ ヤヽぬ〕にす f́フ 上ップウイ■世

尋ゼ実っ こ、)6v 光 iプミ|と 亀 よケしこ )ヽふ メき,法、ヤLiぐ つ 1}´4jち 2_キ■lfi

サ~千 フ■lン 」`と{111ら ′`¬ ず騨オた,日Uに 秘 セヵtアitウ |ご 等 t,(奪 、■

あ り、すよ、iボ ■奪キtiご た、1よ ♭zω繊 ″χ ぴあもうヽ、5｀ 'イ3_T亀 こ“
^―

ンだ

晨I‐ 1ヾ よ )(′上じ′ハ せJllら ,イリ 1ヽンら、.l■ J哺 芝_ノ 占`十)ご キt、 1_1に ,「に卓́ 臓の

奪 1だ5-■ ノハ|レ 旬bふ り〔トオ賽:知 壕諄ご
′マウう1燿Lと 襲ヽ t~3-キ■lボ 玉lハ

■■:1貿 17p=biゃ と‐貧く 1鵡 iC′ と■.も ゅ

ミミした九ム tホ :L均駐′1亀 2ノこぅtす (゙″ヒ́のギ1枇 つた
`せ
り倉イキムボ、

li_り 為うムtよ 曳 ,ヽる た、リッそ■1llミ ヤキAせ「
~こ
lミ C'こ と t.til,た t

ナ
イ
ア
エ
ッ
ジ

7θ



の z"■)Ъ 。 した あヾ っ てりなゴ黒り」答労tiiミ ケヽ ■デる5■ 力い志イRIヽ 寸 も

/きシ虞Jミ |ンbヽ ,■ 1ミ げゼ
′あ る こと ろヾダ 専

‐ピち り、 ■た質L規た寺き01

1■ 宅り
'■
■分 神 虫翡kポ欠E形的 奪 ■ミ Dと ヽ た こ く

~こ
1■ 1)1‐ナ豫

〕ヽo こつ場ハ 、Q琴贅型叔り 鳴 :■ 規L導≧鴨 とな も`t、 九凛
′ntス

げた場合 とRtlミ 曳験 Ltt■守酪■・ミ 待す Ъ/X/尋 嗜な く、す /1

フエッジ9植 ilミ よ、‐こ4ミわれ 3。

ス 上の二ヽ名 1こ よれ lT'単 もウ緯 九ヽゝ 興 ,ヽЪ よりも なじ R

Lキ 学拍コヽヽく夜籠τ
:さ
、瑞 キ森tの コントラストボミくて回前

えボ 萄 卜)よ う7.i葛合 |ミ ヘキltと 強 も・

2.5。 3 処歌森ミ ち`よび｀お無

人ゝ下 :ミ ネす 史瞭 r鶴つ
‐
訓対 応 ォ2.3畿つ Tzで 、九瀑 守■■tt tず '、

すイフ■ッジ■導 入す る為颯 に よつて 砲積理型つ 鳳理 ヒミ 成 し

た。 12.イ Z"2虫 べ'■ ご とく本 気島え錢通貴 rミ お り
~て

、九ジ取置メよ l■

とん ど れ酬 続 雨 吻
にミL日
・ヽ
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6. 観二現1さ れ た 1■ 1ち

ウ亀九 と し
―こ1よ

」r↓ _34-iム い・16｀ ―く
1て

マ ヽ 1ち っ́ い 〕3。

11_/1D l,Jど '1ヽ lt■ り

た Ъ色Jlぎ 、 一)ィ フエッ

iプ 4ど '′ こく卜 , ご kり

―薔ゃ2 Цk、 ,tミ 5́ヽ li t′もリ

し伸 ,ぜ ′Lり ■ ゝ∫レ

:よ レ l´ ス
・ミ ]彙), ,■ リヽ

5 'tり 1こ 'こ σり(力、1じ_i↓

0.4       0,6

iや 2.371■   2ヽソな -7・■1り ず叫力li雪

″覧■ヽ。

(A′ B′ C il~■ +■ t¬ヒキ之.3`iコ リもの

[ミ ン(スをつ
い
も)         '

＼

ヽ
＼

θ

θ
幻
θ
レ
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ノ
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鵬
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∩
吻
σ
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た て・、色 と して lキ 資れ tuキ1キ 2・ 34咀 つ もつ iホ A点′やヽ 、4、

増2`3ケ 1■ の毛の「よB点′耐ム とイよつてし'る 。 マリカーワ
VZ―lつ 趨fらヽ

勤洲ヽF■ ■ォ2.37Щ に黒 したらこら、や́Vヽ夏二り胡t月 ■ヽ呵聰 唱 1■ A点′ドヽ

tの も りよ り・もた tく 、 ■た直率LACは 直郊疑ABよ りも梵L】 1ヽ′ 八

め |ミ B点ノ懺撻F志 色つ崚ビ智よボ 為｀'・ ミに よ りな2.34咀
|ミミ 、入

ヽ亀と緯 色つ組合わ
一につちパ育戦ウtの 感たるさよいと言 うミとゃく

糊」at枚 ると共 1こ 、熱 与 弯 亀り組合 わ t=進 ノヽい と lミ よ
‐って

ヽ ダ |ヽ感及 ざ く視 サミて
′せ う可 能相iパ ち る。

色九に よる仁葡ヽ tヘミ |ミ 亀Lか えものケ t"´あつて入理 色31ミ

はこれ までσ〕イ貸ミ為裁と民 げZ'あ る。 しハボ
‐ってЩ¶多kЦ 寸

|ミ (1ド 、ヽ曳及な どミ々́ 1で虻ぺ ^各
省隻ミ ち塊 つヽ徴 と畦る`す

よう |こ しな、1す れ 1‐ず 〕ヽ1)な t'。 費2.3?嘔ミt本 九や楔 建Iミ t'ハ
`tで
、

~致)ギ
ト|↓ :や 2.3■ つ

~厖
である。大亀つた t寸 べ て■シ レンス¬さ

Xれ 、九瞥級リ ム亀キ θ～ 1の 範コロデ 3~4δ″り の特 _亀 ち` よひ・

5~77・～5‐77 nヽ卜の貸範1■■ネ皮ヽうよう|ミ して公∫れた。さ可料燎砲で

lキ ヽ亀の上rC績 亀ヽと
r資 亀の支 この咀t多 ぶつ。わもミと rこ なり、

比1・ θ耐■ こ・1■ 1貴 ともtる―)た ヽこ」、″=θ .2卜賞ムで'1‐よ車薫亀 どヽう`つ

た人亀と'1つ て、■市亀址 1こ たげてらえと■つて現われ́ て lヽЪ。

ク?



2.7 まとめ

π%%″んqクルの回書 ■Jこ オ彊
ノマのマス ク 2癖 え して亭憚量址 の Qと

tの イ見ヽ
・
や )]とに へ辮 ″ ク 物 滋 θ

2'デ已tぽ ■ kう「FA颯 前 格 卜 うヽ

∫ヽ '対 のイ象鶴上 に ■奇 η 芝なl型1‐で'て もミとべ 1■詭
●む、 曳彎た●3

1ミ 」ミざイヽ と■ つた。 資つ島 4き 、理 カヽミは繰 りLづ野、に■直ヽ 作ヽ
rrD.きヾ

丹 鋤 面` に つ｀'て
食 ってお り、バ役Q上_ンこの断 面 つ■■L征遇

「
ピ校

出て キtЪ 。 し｀ガぐデ てたゝ 奪要ミ″全体 ■為えれ ば
:、

■ 4L tヨ■年格 子

は た り各 崎 磯lの 種 サ t七
「

で冷 im t■1え し■ ヽヽ もと九 た るこ と

るヾ ―ご't る 。

マ 入 7と に
^こ

悦、`)｀ 上_9の ″んヤンん覆 ■■
~す
るサイフ■ッジ L

|ヽ りヽ■■ら4テlT九
'■

として籍ミ単―
―ご'あ り、〈隻ミ ^さ れて現られるЩ

協 lよ 玉
「
記のノもヽい 'と ヽ

|ミ tu(卜 肇・ 1)ン トラ入トヒミ つ て お り、

■八 寒兜及 も■ 11・  しろヽ し■iボ 人 ミく そ もとなの 々矢えたlよ

■ く強 う。 |ヨ =F多 リキ 史及 と コントラスト
とL黒ね合 わ―C~で 為 えれ

「∫'登 2う け ハ Q下,暴卜各0平 均 |や枚牧 つスイヾ フ ト 1レ イil貴 1ミ 、 t

りす/fフ エップ と呻 入 ヒ こく 4-tよ りもハ Ц波鷺1つ ス
‐ヾ
7卜 lレ ■ 入`

は く よ う |゛ す るつうtl肛 も )_ヽ ,ち・)ム で
′
ち も。

1た マスクと して適剰軍。句竜
~賛
イ(1~2し て ノヽ も1浮哺l jttLコミ羊 とヽ‐

つた特1■ Lうい′た と tl^ざ 、 すイ7■ッ γゝと|ヽ りヽ為 ヒきよ りも 乳′実

た 耳■蔵 く 、 今ミ
‐ィ,□・・lfl‐た り 九 うミリ 、 す 奪 わ 夕線ヽ市 ill_の た わせり と

tつ ミ迪キ の直線
:い プ兄誉 {ミ ネル_bよ う|ミ すキt´ 1ゴ ■ tく 慢 諷ミ

枚 b。  しうヽ し ]L´トシスト tよ す′fフ ]I・ッiり 2(砲 ′ヽハ」も衡より し́f多

下し、資キti■ ■やつ`も ざヽ卜'と
主に｀ い

'。
したぶつて住登́つ

8θ



′ミヽせ )ヽと tiミ |さ すイフ■リヽジ と、た ■ りヽと tiこ 1‐よ九 専型l二 |ミ llも

よ う |こ す る つ バν よ し ti・

tざ ′こ磁勧硼窃■ の鳳キrr f象 じよ矢E■夕■たつハ ぶ りとミ寸 `｀ も
｀
、

ぐこへ 砲権理型重 ゛ λ
~す
もち渇 に よ‐レ Zt復 凱 ~ごで、すイフ

■ップヒ鳴 t'た 刊ら合 よ りもイ覚寺員の場気た 1■ (■ ―・―
~す
も,こ の動キ見

11不平この人■里と1■ (yこ とが 、 たt憂ミスリットの「島■.■むしてもミ 7調 で

ミ、 ∫為〕史」R中121ヽ )為 た。茨、ヒ(た Iヽ t ttiミ 4_lミ I塁 i貫
~ご 式 も

ことぺ 急ミ拒
^。
こつ靖き合 、1らi■い t,史友 など'「ざ単■二 西1棧:磯

型[2月もヽ′庵 i拶諭イ)と |ミ げで
″ちるるぐ、当←亀つ無 九珊、LIミ )ヽも より

。も九 つへ 1ヽキぶヽ く、九な 要、■斗ヽ 年 |ご 暉ミもく
/睫 |ヽ・で′せ 、有卜も‐

り ]ン トレ入卜ろギ仕くて凰事丁九ボ馨ぃ)よ うなコら合 |ミ |トヘ製 とな

る。

ス 上の議たハ lミ ぶ )~こ ■分キ l■
~も

羽ヽの イ象磯上 ごム の颯ノ■カ

7,と して校 Ц
~さ
れたろせ、 こキtiミ ヽ jナミつセ“

t― 琴こ(ミ オ02_3こ.と

|ミ よ りと、九 として■.´
`〕

7pヒスチミヽ ど0、 タロ2 3 tL塞 』L■卜lミ 北 ―ヾ

ぼ
1藤
為■たく崚V柱 さキtも ことらせ島ヽ ∫

`ヽ
と肇 、た。
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第3葦 千面々力fこ よう二つ汲tえ

オ2章 で !T像九濤、に■違を試料前 Qに つ 〕ヽて'こ
奇石
'ボ
、

メ氣薗上 tり 前 砲り共霰Li■ でたの議友介 苺ち
1｀ 、〕f■ tえ とし

て蕩Щえ t々tも ことと〕rコミtの 生部ヽ という■ゴ議でミ ベ た。平砲

試 料 の 葺シ合 、 力Qえ ダ 仁 る 'そ tt志 千
砲 々 力 で あ る 。 ボ ー 峨 _で 、

そのとtネ象九切駐|ミ iミ 覆崎砲ヽ亀り■今やバ
il)で

tさ富ギ卦十嗅准

毒ヽ銀の■■決定す ることずで T・ そ
ti。 ここぜ lキ |ミ tf「暴 寺ヽ≧

Rl'た 不涎え漱 :こ よってハ"ヽ
(ミ 資つ准ヽ市 いつ色ヒネ毎つ も

り`
`ミ
ア｀'マ 為象す

る。 これ ιミ1よ 二言ヽ ■卜■興 》`るたネ およデf

試料 tぼい)3為 1云 つ二つづヾ為え∫れ 、それずヤιι3.ι ち・よデ

13.レ:で ミユベ
tb。

平穐た力と1さ ミ次λた力りことであ
.っ てκヽ亀つ々カバ分

硫 ′サち句りた力式今 G彿 ち` かび
:■
断た力Ъ の■々 カベ今 |こ

よって札 ミてれ る。 いまこり平亀た力づt響輌十【ミカヽ たずれ ■と

ヽ、平磯礫民ない志暴サち気にも■イGし ヽそつハリにヽ持 tiミ も

た波 :ミ 往根交イ嘔パ与ミ 」々理ミ足に人 tく 影 Tす Ь.〕 ず■ 3.1

で 1■ こつ奇ミ に基ザく竜ヽ 料 の尽ケ■イCヒ 然に す るヽ名 |ミ ⊃ リ`

てな 、 L aQた も。

最資如こ13.4でk本 入 足漱 に よ ヽ刻 え八 及 に つ ノヽて為黒 ■s

つ 。

鯰



3.1 衛tに 基 〕̈“ぞ言べ十サの月、サ隻イに1の ネ峙ミ

‐
試米卜手置いよ

“
ソ砲 ご'あ・、ただ 、ヽ }よ ミキ■と 鷲直 ′■僣ミに才蠅ゝ ■

と ,~こ 1ヽく 。
‐
試本十ド千島た.人′うど″Цえゞキ■庵 =Ъ

″き、 11北 すも ■

′式衛 !よ ■べ |ド
'1ヤ

カバ′二〕つ F八 〔́氏入よ り

εκ=讐 (磁一νσち〕
諄=讐 (弓

T‐
ν6・ )

8ガ =一ゼ(硫十み)
L′ =+′L′

と■ Ъ7ミ ミ 1ミ El卜 ~v)ァ プ キ 、 今 1よ IWヽノltゃ 、 し'i==下
'ア ソ Lノ Ĺヒ

~ご:あ
Ъ。 ミ リ う ちこに,|よ こ3.1)よ り

fぼ ~丁寺ここめ十切 (3.の

と弾 り、こι′こッ場ゼ上しよキ(1ボ ーIゝ 白つ|ミ た ゝう
‐この ごち )・て、平

面il・ ヵ lご よ 3藤 つヽ浚ヽ Iキ11ざ εん′εサぉ よ`び
:工
け tデミ等tと、

~‐

すもこと

′ミ奪 も、 し う́ヽ しこ の ど″ウ1酪メ行_つ ■あつ|こ オtit Lイ Qえ_1'キした■‐碕

|■下「¬辞 もヽr/p試lオ}lよ け tl「ミド 11■ ĺL.し 、:喚}ド∫`1ミ ざ・,こ 尋 さ二もミ贄

■ ,こ く る。■つため に試う と二Lど1(ち もヽ '1よ ■,わ すも九嗜_

1こ 哺Iイ■.料 の 0_′イC3-3せ ら_こ^ざ ,ヤモ_、 :1キゞヤ■61撃つ タム11″
"〕

′マPに 対ミ主るせ

在トメ′(4も 。鍛〕1'卜 さヽ ((.|′′りご1ミ、ミキてた と Jサ リ、中せきグ)メ Iう よS｀ ト

が'イエ4■ イトつの 1らイ子さキス́メII多 ご≒ミ t・わ 3~こ とうミご'習 もぅミ、試

料り4Jノ ■`■(31や 性}キ ウ́(■相る
「
〕となも。 醜餞″げ%の 回v,■、、

|よ (|.2ご )の とりゞ リイ梓3昨 OC“)の フ…リエ 1崎l_い。つ 1し ご'資 ALp tキて_bもヽ

「
i・
plギア
ン
f象_り つRl■

'ヽ

_「争 rt t↓ 藝lイ l_、もせ/11.ご `、  }(十二́つ 疑:l礎共と、 t_ て看、こ

(3.1)

キιも1.篤 dヽ)31及 ヤ́・■ |ふ ナti茉 と_ム ぃ́た この と■ も .
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また蜘イ'ト ウ・ずヒ甲ユ貪4b■ ■■tti tも t frp l事 フ■サ「鼈く(ヽュノ」
｀
り d'4

く、、●ミえ tJ「
′
く

'ヒ

11■ 1ミ lilヽ年'時卜たや、
′
う‐した4抒いRざ 料ヽボ)‐ ノぎヽ ミヒな]えv

た :乳メき、性JCブ々ばて几や「率りヽ 1́し t′上げ、
‐
諷|ム十ミJ■ き :い)蛯L

路‐九ぺ 愛 略́す るた めに鳴 げミ.と ぺ輝,も ,

このよう′億壮、咄_の■相■■6 ιi)影
'書
とれヽ i■
‐
ケもヽわ′じソtiミ Jlt

‐ヾlも
 '5:ム こと う。 11.1の ホLヽも、

‐
t~里.竜ヽlよ ― ヒヽnコ ■も4)ご

′
,ら .l ′ヽ

らヽ 3‐ キ,ごナ堤3 trpヂ _ゝ1lL光 1、力tJぎミゝ吹夕tつ tlつ 1ご ヽ し ttべ)ミヽ
~す
も。 )ヽ

よ物 11ヽ とRじ腱1ミ
‐13~6上 ろゝぜι4αノ後賛タルι

‐ピル5る ず,1)と ilだt う。 こ り

とさ改勒И・ι/4これ 砲 tぶ αF=“2ご Q卜
.τLり ときソヽタト1よ

面λt=0 て
V二

ら り、 皮F=α峰 こ・■ヵ=r ttZL`)と こ 1よ 面t=={ こりち も うヽ リ

(フ|.|′′)lぶ

I(″′′め =∫∫二10(“′り
'lム

l力〔〃―
“
′2ガ rヵ l切比

“
サ (3.3)

と',も 。 こゥ 式ンこよキ〔11ず 、■ヶ牛 I″ ω物 ″ィ針に晏1印ヽしハ喝 さ

イ8、 り 強ル_か :♯βlよ コ々′14‐‐の中1厨S'〕
~1'lθ

(“′7り |の サ |ミ lヽ■、し
‐
て、■

小 ′方ゃ (ciよ 仰り黄、く黒と 強 る。 しハ ボ フて、 ,ヽョ、主こ Q々入 ダれ

た式 料 と々 3.11■ り 、主"

と̀く ι魔物
11■1日ヽ

C鴫赫 ′″

し、 ンとり‐4瑠卜もPl′象と写 芳護

駐影 すれ !ボ 、夕烏 ∫れ_た

格‐も-1零、1■ ノ]Jナ
`墜

‐
1に。メ■ど'

/こ ぶ ち4勾そ卜//Dイ ttti:〕 中

l.ヽ ハ遭士1象 つ奪 1'■ /レ ノぜ賀

聾 つ。ヘハL層トト こ・ら も、

(等―彙鍛黒多と
“
ltノ こと_

|

|

|

―‐
|

|

|

l

3美軌薇
1ハ「1 アイlι ι、

Ａ
ＩＩ
＝
―Ｉ
Ｖ

取3.1口  t'ヽ米}り 4コサた1こ 1の ヤ,電

■与 臭I駐影、′ミより来i拭 [ヽ ケうい 11.

叫・



感
“
υ範へ寝 影され為鶴1細気■ttr｀ ことで'ち も8ど 、こゎ ιチむト

ず rLT I‡ tれ t・蹴や 1.61ミ |ミ ふにた穀ittlへ 1ヽて

C

ιι=務
Tて選鞣嘉
≧喘

8,=勢 =石弯弊ァ=弊

Lサ=鏡十詣=摯十能
のごと|く な｀演ミリ■樅 ハ埓づけ′ミl‡ 黎L働ミ憔 1ミ ギ志り、ミ ゴ｀ しつ

ふ え ボ
。
な ′ヽこ と ポ わ ら、も .

した ぶ って この ざり :こ れc― に霊 Sヽ しヽ L… つ格

争刊彙議}機お し為辱裏 フイ|レ有L曳鴫:リ ジヽ たなや取 lミ サヾ す Ъ調器

とに■喫ぃ
'た
。 こう島食 、年暴 フイレヘ|ミ 七賞 3・ 2職 ,ミ ーtゝ ≧

ネ tた よう {ミ シュ1ターレ)議で十分 '鳩rり れゞ も壇 及 り忍 チカ ∫をヾ

ち b. tt`ヾЪtや 2・ 夕陰ザ竜え劇覧したよう :ミ フイ:レ有ヒ=だ社9

Ⅱんι
―
でくヽしヽ tり

出
栄 3.ム 職― シユリーレ)畿 |ミ

よっttt δれ為争襲フイ

|レ ヘ ベ 一` λ りな tt'∫ .

(3.4)

オ3.3ぬ  ~峰 な引彙り登t■つ。

たじれた甲た :さ 嗅札≧へする千根 .

Ｃ
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″す
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…
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デ
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ァイリレヘと旬″にC″ ′滅″ 鳳にフイ
′レヘベースとムでトキリ集年しり

えで漫壊 して |｀ヽ
'Ъ
ことやぜダ 零て'あ る。

ヽ
'■
オ 3`も Щのごとく申央にR乱`tへす も平枚 it一 苺_■ 31寵

り費tぷ りQた 5ネ 業 とき、■鮨尋ヾ詢4■
「
じでlち 薇 ば'tっ た々

は井4仁硫 ざ)箱燿凛 畿黒 tて

叫=」 ((―ギ)十壬(1-.

“
=壬〔{十ギ)二 I(1-
宅b=一三(1+λデート
でもいたJれ るPこ とに札 口`Tヤ 3.31Щ lこ■、し

これ L直 亀九禅ヒにサ (ミ 祉訣 すれば

確■4“K惣 +αガれ
'θ

―ι?″忍れθ酬 ′

`碑

‐晰魚山′θ十輔輌 初十ユ會rθ ttθ ttdθ

%サ=(鮮一
“

)軌 θ
“
呵θ」―て
"(“
噸却 一̀dわ亀,)

とへ b。 これ■ C3.1){ミ′可ふ Lπ ι
“
■ギわ槻 1∵

:

ε
“
二憂〔t(肝ιギ害-3ギ事)-3ギ“

ユθ―件ギー6ギ )ωttθ l
一ノ1←ユ
『
+3+b一ギ酬えθ十(ギーιギ)錮・2θ l〕

(3,7)

. Q3.7)II ωる2θ のこ街lk■"い も」ヽ ダ
“

坤虫
‐
あ'ド ず Qル軸 :ミ

 ヽ                                                     .

賞鶴 、ヽす像わ
‐
6‐ 尽点ノ|む 蝿 t~て ヽ無 宅

′ちも .

で 3`0/7-の ポリカ~ボ
1シ
^‐ 卜■

~́ヾ―ス と_し ■客斑屹枚
｀
と

tつ 飛袖に 40キ/_リ ハヽ 鵡格 子とヽ 竿 tた .kれ 2

格 6・ 剌ロミ奮 礎 ヽ 負 るヽ ま几 穐 ヽ、 2増Qえ 、 F動 物

鳳的 砲` :ミ すイ
‐
7■ッジ■導 入 tt得 ∫槙 ^凰

切 L費 3.4‐ |コ 1ミ ミ、

しだ。 Ft卑橘=母セ は (3.7)lヽ ヽ1:り てαくθ■・ち り、t″)モ士分:¬口ふ
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た と
‐
もつ ■…あ も.
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'ヽ
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ヽ
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ミ氏奇 L塊わ

し■ ヽ
'恐
〕`.

賞 3.5Щ
'な
キ

3.4駆1に な し

たりと iヽ C'春ヾ

母 :ミ っ ,ヽマ 、

陽 物 洗 ≠ れ
日

前 職lで'で'颯 次

地 の住 糧 lミ R

げヽ qう ダヽ ナ

イフエップ■す予

入 して冬 5れ

智 3.4日  ヽ払 Lへす も平櫃ム の もつ と試 母

と しAと 審 1ミ 餐卜δ代 ハ嘔いり.冶 卜卑ktt莉尊為
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オ 3.5蠍  シ瑚 ―レンジヽ fミ よ つて4ξ れ た日

彰・ サイフエツプリ島
:奪 風統 為 fb1 1ミ 直 亀であ

も .

［　
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‐―
「

た颯彰 ぜち Ъ.す なわ ちシムリートン,■ :ミ ニって4ミ
^も
っであ Ъ.

塊 われて ヽゝ Ъこつ 颯彰 iよ八縄軸 為負′ミ鳴寸 も舞 ケな 皓́ |ミ 基ゞ'

くもので l''ォ 3.+颯 っ囲し とtの ■知よ―破 し■ヽ'Ъ .し
たペ

って賞 3.4図 つ颯も :■几ケ主イ61ミ 基
~ゞ
'く もつ t"あ Ъミと。(わ
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るヽ も。 これ′ミ民 tマ 上に邊べ 石ざとく鳳 ヶ■L■もなどつを試ミ建
して史島えtそった鵜永 i■ 以この 13.2つ ォ3.7Щ つ聰 l‐F/てヽ実験

政 九の範颯ゼЛL鳥に議 してヽ熱 ザちり、■為キ3.10ぬ り気登

1山栞れとよヒ較 して■ るとミ tく 親ミ」tで 'き ―cヽ ,も ことるミわる、も。

以 上 の よ う lミ 賛 tボ 態 に 乃 Ъ格 む ≧ 揚趨磁〃″滋争 に手 日ヽ して

撮影 した写真フイ
'レ

ヘヒ史f象 の現、たム懲ミ |ミ 対す る常ヾ 場 とす代

|ず'賀料 の舞ケ■亀 懇ど
′りも嘗 L耳ミ唸くこともせて

′ミもべ、資り

化 lヽ大 りような特徴ヒもヽ っていЪ. 鳳tケ
'格
子 1ミ ょって発生し

た牡鳴的刊畦うにっ■議 、イ議乳 とし,う これ 詠ゼ崚蛙ヾ て未A苺私
|■理L4九 奪黒Ъ 3い :下 及氣‰黎蕉の■らヽなくたたずれ ももっ
であ るボ 、このよう|こ 歪、んだ'機ヽイ負k写 ■■影す もヽ■ kと

れ ば'、 不 亀 晨ヽ 訳 fj‐ |こ ヽ す る洲 え も ヽ ′ミ弘 無 九 奪 豫 ≧召 黎 と し

な t′ 。■桑費t■ 覧と九冬ミ ととψ)離す もことパザで、たり
たり′こ徴tiミ lミ ヽす る飢漱層tな くなり、キ隻雑 弯食童 LオQえ

もミとも可能とな も.さ ダ |ミ鵡:】け|ミ 加えЪ養言ミリユ次砲 L‐ζ

い 、ハ ような島合 、その各雀 皓 つ玉 んだ
:格
むり掟 聾 ぅミ等斑 フ

イ ′レヘ rミ ミ黒多され て t」3■ ヽ4碁 ぜ′で 、ィ 黎に々 Cて 4■ るヽ ∫

刈 tえ 各黒 lミ 戒 して籠 寸 もことうヾ で′ミ も。 ■た試 オキlミ熟 等
した □請不トトのキさ卜Ц ド飛L峰醤ι鶴 キ ■1ミ た もこ とハ ょって浮略

た 九や薫 ′ミ転す るよ
・bぼ・議 等す も ことが で て も。
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“
ヒひ ぺ ■_(ミ 入れ嗅 わ Ъウケ

・で'ち り、
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rミ 寝寝 して現ヽ

たな 寒黒 iミ ヽ

す るえ躁 り試

料 と C穴 .ミ

つ
=ち
イき、 フ′1

1レ ヘ と t ttよ

晨ミ 、薇地 ト

つ亀tミ ミコじ・

― フイ lレ≒ と R

ヽ
'為
ボ 、たな

泉としてi‡ シ亀

tむ ′ヾ ラ 7/1レ ベ

ミ 年 で
にあ っ た。

1`よ オ 3.1聰 Cα)1ミ 、 した よ う 1ミ 布辞卜糠 う ヽ 負 とサ ヽ 亀 と し

たバ 特 ヒ tつ ・も負 2」像 え 2象 |ミ ■_合 に 糧ぃ'た 。 マ ス 7ヒ t■
lざ

すイフ■ッシ
リと1乳 1)、 一らに九 つ平 均 l■l我 1決 玖 上 の スベ・ ク ト :レ と可た

汽 り て 得 ゞ 微 拠 鳳 り と 々 3_7颯 は で、し ■ .:ヽ ぜ′く 琴審も よ っ 、

負 2サ 幕由 rcぉttて イタ・ 為 鶴 ヒt■ 試 料 :ミ よ り得 ∫ れ た 凰 ち と

賞 5.81ユ lミ 黒 じ た 。

10オ 有ヽ質″ιり日ヽ はヽ 黎|卜 と卑ム/5に :も 4子 良 ノイlレと、 ヾ:―一人つ afリ ノノ

ヽボ ネートlI違書訓ネ十知■ヽ と奪 って お り、ギ リケ ボ ネーート磁 懸

つた′カー■曲44.7ヵ ょデ 機 喚 2次 れぞ枚 ォ 3.9Щ ち よび 賞 3.1薇

|ミ竜もt^。 このよ うに 守りこ
'こ

Rヽ Lへす b平 甲k′ミー恭 _奪 も1彙

り賛tボ タロえ」れ た とせ 、′tの 最_プこた /Jlよ ■やLつ 粟に―どθ=?0・
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ち`よデ″θ°の型男アいこ起りPそ の値応(3.5)より3ご となЪ.キ

3.9凰 のカカー至山栞軍lミ 肝キ0■"ポリカーボネートの勢ノ171 PL it約

5KlルИ≠ とケ4て る。 したるぜ・って〆=イ。ケK3/_・ の31彿●為i

によってミつ試料丁さ全 磯 |ミ わハって印戦拠も のケヒう tす tt'

るとチ奪tれ も。ォ 3,1れ よリズリカーボネートベ :卜のポアソン

タこν=θ。3ダ とし、|ミ ■ハドれこのL奇 ■■ (|・ 6)Llヽ りt計算し、

にちれの■ εにの合膏Ъ
lよ び 屁ち亀と染ブヽ負ウ■勧・ウ奇神ニ

々枚 ぞれ ォ 3.10嵐
“

)ち よ`び
1鰺
)|ミ構 t,人 。 こ こ 1ミ l勢黒 i■ 金つ

冬 い '点ノヒミ
れ た 達の で

1あ
り、 たつ数値

'Tlミ
Lい ダ.「十分離れ

湊、ミ′つくミ■ 1 と した。 こ こで ]拠確 率4と しt」熟 にハ
「
―-1.3-ドン佛笏け

の ―ス像そ 弓|:風 り衛 亀Jこ よ Ъ ει量 イの 史卜黒リイユ i■ 費 3.11糧 つ も10■

り許位キとiミ '`て ツ往=イ`7缶 f X fθθ=θ・8%で 'あЪ・オ3!7颯

の理ばりで 上_下 で ヽ事ヾギふて・恋 )`の iさ 賛 tt置 と し tレ ノく'― 型 り

‐
も リ ヒ |■ ノヽ た の で

:や
ヒ ペ 上 下 IC~rDl、 ,て 一 寒担 lCる ヽも

ヽ ど ■
`ヽ
、 4

のゼ'時 ■ t'イ とヽ為 わ やてもパ 、凛な つ冬 い 'と
こ う噂 キ も-10凰

この に■ に■ 冬■ 中だれと 1意 ヾ 一致 に 2メ ′も .憩 茶 RCこ とボ

聟 3_3凰 つ 颯¶多と ォ 3.lo lコ
“

)の 特 こ山4象に¬ ′て も考 ぇ 、資

れづkεに,こ省・bヾ測定tれ Ъことるヾ■りヽり、気に4べ'^為 無ヒ

史証 t~い )ろ .

■‐希■内いミ蕎 れ
~J‐

3薇 い 各ヽ卜分 の社 苺 ち 負 つ 登 l■ ― 役 に ■ っ っ‐
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~~4°

ι=ε
“
Zι tt εサ滋
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(3.7)よ りこと人たす る|ミ |~ふ ミつつ霙 っ為為 qつ 住 べ‐分 ミ知れ
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“
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lλ Z"さ い
'・
 この ような葛合 Iミ 応言申時上に磯卜 蔵■■えtt

て:転 等 し、た。 う
~6-為 ぐこミリ格 子磋像 九褻、と平須口 なヽ も‐ う

|ミ訳 持 ヒ |ヨ兼lし て 理 足 ヒ貧 たヽ
^ご
より。
`ち
ろん ミつ発 合́ 、ヨ
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だ tア た tく 奪 っ

て tゝ もボ 、も b

や3。 11颯  記軍え朔駐≧ろlコミリ為 咆に対 して4-5°

イ見1す たすら食 つ■颯し 。

|は 驀 卜窯 つ為亀、 |は燕
九漁 りヽ向

ミ尽 し て ヽヽ る。
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ろん |ミ じ
′
■′力■ であ る。`

S RC変 ‐訳 求 で'■熊tt花

て :ヽろ 。先 1ミ ゴ ベ八 よう

Iご乳足 lよ 鷲tt4'こ ■ 菫.■

各さ,島 |こ つ ヽ'く つケ看
わ

4・tる 3ヽ 5、  この■%こさどθ。く

燿ムえされ
.う 。■ 3_(11八 |よ

や3.7嘔ュIご たの年島畳ヒLネ し

飛ウと 1■ ごがヽ村 に ついて

格 子繰 り｀たミ建忠 L飛と

ィ・は奪るように して考ミ_ゞ

れ た IЩ―彰 どあ ら。 こつ [ヽ

回 t可 〕ヒ1さ ゃ3_1と |コ {ミ jま し

毅景多レンだ

θλ九

ハ よう′こ雀ガヽ嶋にイ嗅
‐~CIく パ 、■%レ ンズ rミ「よ一次光 のケ ■入

れ 、
'寺
卜 Iよ 豫 九奮、lミ ■こ■ 成菊「甦たえ■ t'る ●ヽ ず、図中に記

しハ ように鼻 七ドみは■直亀 嗚 もヽ 」す T́フ ■、リジ ヒて静入 し込。 こ

の E■■多=キ
3.10Щ り矢争il―tl鵜、とrt‐較 してケ ちとなの工左つ等

し ,ヽと こ ЪIょ 無手ミ赳7卑Qの 形 と |よ にギーr■ t tttらっ 、■15°→したもの翌ミ

逮現1」こして t13ミ ユ Dく わ。、うし

格 卜籍、つも l毛・ヽ 窯ヾ ナL鴻、と平イtだ 'イ1ヽ りi為や 1下 波ミタl威たもtイ聾
~ト

する(スリむ3_+ぴ為無寸ふ)け れ ども 、この よ う!C格 3≧ Ц―ヽ

り bこ と |ヽLよ り、― 竜れつ本辞:卜 ≧ミ D^試 オ■ご′仁凡 為 fQlつ ミ

●ヾ りヽ 主 プ ミ、ウ く`と t■ ヽ Rミ ツヽえ り
｀
れば都しやいヽつ ■ lま えノ含

に tib。       `

や3.12巴 格子黒九ヽ≧終、た愛に

導ち

“
■■け庵tもノ告の風む光とす‐r

フエッ〕りり ■やヽ 状聾 .

1えた
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3.4 規Ц足威 λ

費ム葦 で■量 つ′よヽせ )ヽと き、サイ
~フ ■ッ諄 ≧員 りヽれ ば冬 ∫れ

る鳳彰` つ ユントラ入トパ tЪ ともミ■)こ とこ壇ヾ 茶。 した ボ D

て列 たJ誠社おt亀 く、最イιヽ澳v亀卜鷲璃いこつ :ヽて 論 げЪに 'Iサ イフ

エップ L崚ぃ'た 場合 |ミ
つ りヽ■為 えれば より。

歪の分 布 甦催

“

の‐4″a″
`調
嚇

“

とし、■影 レンだ |さ 1恐 αをとそ

の製 帯うただ
1:ナ
ヒ入れ るょうに した場合 、マ ま しヽゝサイフ■ ッヽジ

:

のイエ畳 1■ χンのcち Ь t〕 まヽ χ≧ωcの スヾ 7卜 ′レヒ瓦た除 くよ う時

少ゝ¨す
・もつて

1あ
っ為」せ、ヽヽ意χンQリ ス‐ヾ フ ト lレ ≧取 硝ミ 〕ヽゴЪイ計

2え たる。くつ とき得 まれ もイ象礁二 り畿た命布 |よ (2.イ{)でミ

され たボ 、登
‐
量のノtヽ さ )ヽ場合 ■為 え 711も づヽ 3｀ 、奇■ に よも

格 子つ最大交′征 1志職ム及 で'ち も tと つ格 子の 1格 子ハ Pミ ■処

た砲 )ヽと 為えてょ )ヽ。 したポ‐つて

lα冽く洗
であ り , ミれ よ り

1席ヽl=トーしぬられ|く 1

とな る。 手、疼 鶴 <Qマ メあ る 3ヽ ダ 1

1硫πa猛 |く 1

(3.9)

(3,イ0)

■にある。 (3.9)at戌 主す ると琶弱(鳴 )|さ ベリtiレ 出l撤lつ 准墳るヽ

J 乱鱈)=f一幸脅
エィ鉄)=慟疇トー←圭角―浩質)
弾的)=■鱈卜÷質
正3"鶴)=~L協幣)=‐ギ釜化:

(3.3)

０
０
０
ｒ

(3.71)



恐と
りと進ぅぇ白3に 澤たわさ 4宅 ろ。 し不るぜつ て (2‐ イイ)i■

I(的 郷 1+Qtt Ced e協
“

′ (3.(2)

と意 る。 ここピ Iα)の 平均 諷た の■2%の 議姓■/嘔 きで
1'製
え し

うると鷲建たす れば、 演ム定 |みネ プ 1志 (3。 (2)よ り

ωιι磁 二 θ́02

であ る。 のcのしヒ史卜朱つ暴L■ プ黒tば'(1.1)よ り

ac鋭 =22 FcAψ (3.14)

で マらる。 こ ミ 1ミ ■ は 唾ユ前 者饗|モ「
の キ社 長 てざ単 りσ)4宅

=卜
のキ 枚 ■

リ

あ り、 A″レl‐3磁 L ttlk、iて「 て
い
素 わ し 7S tつ 取ノ奄 童 に よ も格 モ,

つ最 大 ゝ住 プ 乃
・
ろ。

―うムとして 30 l`mの 格 子2員 ｀'た場合 、浪ムミミ熊 稔■
征

‐
量1ヽ こ3.13)お よび (3.14-pょ り

競=三鐸チθ・イ(μ
とIЪ . よ飛

`れ
の%酬 磁

“

な る玉ボ¬試料 守 イθ
“
πの民婁ミて'生 げ

て 1ヽも とす掟 lず 製えて競砲 i■ とし■ 1■ こ3・ イケ)よ り

α確の ニガ乙化がL=θ .θ O δ7% (3.16)

とな Ъ。 ここIミ F協 1さ |ミ斑 つヽ之牧であふ。(3.1「)ЪЪい『憲(3.16)

によれ ,ず このスた去 |よ■卜らにパ■の亀 t,製えムであЪことば

'わ ガヽ も。

30本/― の回萌格 子 tさ 、鳳蕩準ざきとして l~3~格 子颯鴫の人で

ヽゝtの であつて、写真的にし代 ら` つi九 ■摯わなくても作 成

ででもの■・やミとして選́んだポ、さ 6‐ ′さ格 )式張つ紳 る` }`t9

2/負亀すれば'(3.イ 〕ゝ よ Daミ 6｀ も`砲 ようにジ蠍員■ttR確ヒぼ作ヽ
上_す る。

や3.6圧1は )に ■、したよう1こ 回 下゙格 き途颯書¬して増象九囀、と格 ト

(3.13)

(3.(5)

Ｏ
ｆ
Ｏ
′



無 ぶ θ Iる 負 左 亡ミ つ よ う |ミ して減
:ミた と公 )ハ 戒耕金戸志、刊駄

うたつ lミ凛 奄妃ポ
““

θだ
::すべヽ tく な 、ハ もつ とみ な tハ

`ヽ
ξ 、,議

女l PRネの1ミ /f‐i■・■およず■だきは(3_イタ)‐ぁヽょび'(3.′6ンミよりこ:[δ づ

けた ミくなつマ烈 足感友 資ゆも の t専 伯下寸 Ltし たポ .っ て

θ.θ 了%ゞ火下のよう奪尋卜乍 |ご %疑ヽヽ 恐■ と熱え しよ うと寸 る■ヽン合

′こ1甘 ∫格き t式ヽ‐ミ lミ ユた丈 ttて .熟 写す る。ヽ 、あ もヽ
'ヽ
さ各 マ́

異⊃庵驀 3為 亀 2｀つ■Q́つ試 「ヽヒ作 戒す もヽ二 こと∫なけ

れ (ず ヽ
'り

｀
な )ヽ。

以 上 の球哺卜 りヽは 饗Ц ミ締u実主¬ヽ と うけ た日前 朴 与 つミ 緻Lキ

分苺 ■ (1。 4め にネ したこЧとく フーリユ緯 故 に晨限 した もり 、す

4わ ぢ試 料 の回前稲卜きは亀限 つハ ボ 〕L褻 って い うと した場

合 であっ て 、 tの ス・ヾ ク ト |レ噂 線ス ヾ 7卜 1レ でiわ さ れ
^.し

Jヽ し実 )照 の言ヾ 琴手lな へ 漱 ゼ
!あ って 、ネ象スヾ クト1レで

1よt権 た もつ

|■ ち も幅 ヒミ ってく もざう 1ご 砲 も。 そのハめ |ミ ミ校 手ぜ たえ

て来 ハ威 た な ど
′
の単 マ廷ヽ 'パ製 ず

しも咸 工 しな くな る鶴仁 るtぁ

る。 たゝ下 ミ掟】でつ 取ト リぞ為えξれる電亀 tこ
―)ヽ リマ為象す

る。 竜ヽ料 の回事
'コ

各きJ↑ 一∠重ん豊プのたるぜり建 やヽって )ヽЪ と
~ケれ

ば、そ薇 |お ようF-4密 回請イ象り̀罪幅分布暉 (1.1つ つ物作 の

ミミ芋 jJ~■ {こ (イ.40)の 鳳波数変諷 Lう けた凰前格 ものも理評

合ゃ a直導パ 入 t‐て

00=遜 lA。十ん酬 剣 肝 物 肋 れ の lじグf“ χ
“

)■

‐2A。幽 生 十んか 勧り|」準イ書≒警墜≒黒
⊇

Zχ  ' 1ャLl ψ
″t 
製欠″ιttPattTχ)

十      事響Ч

イOθ

(3.イ 7)



とな る。 ι二∞ {ミ贅、しては れ́
ノχ二δの

な ど′と線 スベ ワ1ヽ lレ に砲り、(イ ,毬ゝ

に 一 致寸 る。 ι Jミ ヘトたの と tiよ t

のオ象スベ クト1レ ■守ノヾ に して (3.17)

で黒 tれ Ъよう 1ミ 島、スヾ 7卜 lレ !I

幅 と場 っ て く も,こ こで 、 これ ま

で と Rげ ど うに {次 九 に暮 邑す Ъ。

す な わ ち (3_イ 7)の で と 理 に つ )ヽマ

考え 3Ъ ?=多 r,⊃ )`て 9tの つ日

薔イ督ヒ?ヨ乳与ド等乙留号ゞ 撃駈ヂ
21み 違

オ 3.13凰 に ネ し ス .

こなコ■ χ=Q十 多場滋Z"最たと奪りヽ

その適 ′こ盪 してたム対箱tであも .

半但 鳴 ムχ !さ   ゛

l          l社士
よ り

込χ=ザ
とそ Ъ.試料 つた。ミリーι圭

“

垂∠鳴 rヒ れ手で'為 えてネ為

観 妨ル鯛 a%“ 奪ろ整_ボ A/m員嶋 だf)省 まれ ひ 'Ъ
と寸 権 ギ

″ 二婦 籍 .

て'あ り、 (3.19)k(3.18)|ミ イヾ 入 して

△χ=θ.87化 (3.ユθ〕

と■ も。 こ≧で、略″マの Pに つ 〕`てのスヾ フト′レの中ノィ嗅 り

風 離 ボ (3.2θ )でヽtね た 半襴 幅 よ り t丸 ぜ つ れ ば 、 各 スヾ ク

Octみ%

な 3.13図  ■ι～ιり九 ボ

リ 2■つ た日前登 子に

ょ る嵐前イ象。■楓 波 lよ

協 a厖
“
晨、網

“

で′ちり、

甲そ のスヾ フ ト lレ トリ

みを 目 9側事寝つ義及

2熟 L・ひ lЪ .

半但喝 :ザ

(3.48)

(3.19,

イ0イ



卜:レ 直々 Ti■されて )ヽる とすろ。各 Pに つりてつスヾクト,レの

中″ 氏 禽色T‡ めπ πIち Ъざヽ ∫、 域いスヾ クト′レイごろき亀負寸 るた めつ 1肇作

1す (3.20)よ り

脇 ンθ.『 7 (3.え 1)

とな も。 これ よリケくとt´帆 =1′ すなわち■ 6ヾ {|ス賞ミだtす

全 また ておネぼ妻讐入ヾ フトlレ lヽ々 葛隆され
~Cい
ろ。 したバっ て各

ノtのclミ 鳴寸も《ヽ 革■ としK見 分́けぶ つせ、.J鰈ス ヾ 7卜 1レ とR

ボ冒こ為えて、役訳 つ箋えた および応友恐 ど'ミ 掟 ■.で
:取
u、もて

■ん こと Lも 哄 し■ tた さなえ l―

「
生 ピな いぜち ろう。

これ よつ紳 るヽ呻凰狐 で■勲寸 ろこでもヾ 朴 ざttり 1'ミ熱穐

たの人ささ dぐ ろなば、 これ まで'と IR C猛戴Lの な友、キ史た 2
もって列えヽれ Ь.

パ リカーボネートの九雑 パ■はオ3.1■ 1゛ ヽ し為こνとく

イ。4∫
― /Кネ

tyち り、切 棋 憔 材 朴 :ミ 丈 し て ヽ ヽ'た 碑 性 烈 及 を

持ってヽりbツ キ3.7Щ、キ3.3巴およグ賞3.1l Щ:こ 資の鳥ミヒ
て、した史摯 t■ θ.イ2の の下 リカーボ1ネートフィ′レヘと|ミ リ人ボ 、

θ。イ2″″zの ポリカーボ
1ネートフイ|レ■で 1フ リンジの九弾在 1亀■性げ

も lミ iI

(3.22)

の単熟 た力 、あ もり さヽ平萄主々力1え 2カQえ ること 2紫 事とす

も. 亀3.2で 二べ'■ ようにヤ 3.′71コ 砲どの |ミ ヽ Lへ司「も平在 に

一社 奪弓1彙 Dセ亀 ■神 えたえ可コ ul.1最上夫為 力「よ|ミ丸 つ城こで'

θ=?θ
°~4・ よ1び127θ・の督ら■にた こり)tの イミt専

轟寺a性二二7鶴/-4

3〆=45ぼ『/_2

イ0」2′

(3.23)



ぜ ち 、 ■ 。 こ こで の た 力 1志 (3″ 6)よ り

皓 二0, L少 ミθ (3.乏ント)

でも ももヽ 」 (3.23)の 3ピ 1ホ 平砲 主 た々 えで あ り、 しぎ` もれの

れたイこで あ も。(3.↓3)のくユ4.5卜1/牲π
ル 丁`こ3.ユ⇒ うくこ夕・7K]ル″″

よりも 4、 ■ゴち も も` も
｀
、キ b.′アlミ !ミ ミヽ した え歌 L九 手|“lラムζ

″

`ミ

⊃■場 合 、 1フ リンゴ )え下 ≧至 Ь。

格 子 を颯 t'た こ含 苺 ウジ 井ヽ二八として 1ま
‐L赫 な どのスミ)■ )ヽ

もよう 1こ イヒつ規.9_lkギ辞3-と
=昼

ね合 わtI=こ ア レヒ鶴 tマ 魚「うち

,■ ボあ る。キ3_件凰および費 3・ 15Щ lさ 'tれ ゼ校 ォ3,7風 およぴ

錯3.8風 のふゝ 象■4手たそのパ米十を嗅吼 し、礼 at蓄きと■ 為イやわ

せ て4等 ゞ枚 たモ アレ t・ あ る。 こつJシき、■
‐
ね夕甘わ すだ。兜ヨさト

つ格 子鳳喩 こ前:料 のヽit伸 び′い )る 勢分 の橘…子嗅
'Rよ
りt人

香く した のだ
1、 モ ア レの赳 ミ゙とでやが'つ ミ ■ と tよ ｀た し

=い うも.

や3.4颯 つtア レ■手 ると |ミ ユ評時ミ で
｀
ヤヽネミミ :ミ る` 1■

/tは て

あ` り、 きたきヾ 料・下tT'で |｀よ東橘ケ。ご聾 り、 ニミトで
′tぶイ甲び
′て ヽ
'も
こ

とボ 為 うヽ も。 しもヽ し こキιをヽ J」P3.′7□ のよ うに■考ざ尋 ヒ言ヾ 拳十

な 磁1に わた っ 〔皇バ aつ に知 もこと t■ 墨難 であ り、 よ在島 Ц予ミ

つなイこ1よ 11-乍 |こ わ ずもヽ ピち もので_頭た よく裂え 可 色こと
(T熟

く でヽ'ご 蕉 り 。根
〕
州 つ 番 卜 と責 ら 合 わ す

‐
礼 赳 格 3-り租 対 的 な 亀

及■イ屯 L・ tヽ tく
~」
れば
itア
レ皐19爾
「
島|ぶ 人 苺くな り、パ I■ t.

Lげ てジ1立 ていても。ぐ、 この
"彗

.き れ'将ヽ
=‐
迎5洋 した■力戸rつ 玉_り ■

イ吃≧ 知 Ь こ とるぐ困 難 とな ろ .々 Ъ.15員 の モ ア レ こキ 3.8 inつ

|]も と _しt薇 し て t上 と Iミ ぜ こ と ポ
・
有 ム も し
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-

-

一

-

一

一

-

オ3。 t4図 ■島ヒヘする平根 :ミ ー祥
な 31象り奇言 ■珈 えたとせつモ ア

レ.・ 冨場の不トテ棄には訊張 りヽ亀 1ミ

セ置 .

ぞ 3.15囲 颯れ を｀す る平柱 ,こ ―礁

■ 31藪りtt≧ ゆ慟えるとtリ モ
'

レ.tヽ尋 の率各卜轟
`よ
る1撃りヽ F・■′ミ

貫 して4ダ:

奉 測 定 議 は組 びヽく変

動 す る■ で'も (3.と1)で '

ネ し4よ う ,こ ケ く とも

tり 11ミ襲ミ壇友 り費 ふ

燿 域 準プl■ ミ確 にぶな

よく興えす 3ご ともでで

ミ ヽ。 これ は贅L4‐ 筆 は

な したア lレ ミユウヘ墨 人

縞ふ■■ヽ棄 り■■ tヽ

た とで、すヾ )に ょも

細 だヽ 1)■動 り■ボ憾Ц‐え

され てい もこと こヽごt

eヽ ∫るヽマⅢちう。

史喩 り測た ■零莫り曼1ヽ

えでく う場合 は嗜、字

事 4磁沐江卜 り頭ヒ■ル駐 ′ミ肝

って渇え繊 増:喀■14曝 ≧

1 うり ろ. コには曖ぃ'Ь
等裏 フィIレヘっ滝 類 奇ょ

`  ■だコえrttZユ ど
1′ミょぅ

一

-

-

-

一

-

一

て異砲 ち.―●1と して電t井 オパ ルS驚 衰理 2a・このノヾ )ドt′レ

′ミよっ■ lo命践班像 して求た θ,盤 fミイ=上
げた。 そ代 2″π二″ ―

μ潤レジ場のビ
°)ネー

|レ ■薩Mtt a 3″′んとしてえ査したところ、紅

掟社 lミ 暮ザ く光電九 り交弩動1本褪(ゅ 」れなる、もた。 しAぶ って

イ04



この材 /ヾ ン→β啓|ミ t′ たすら′争lミ 1■ 貞物 。3-の猥 =弐 ■でiす波ミ
え で き Ъ .  =

3.ケ まとり

平詭執'料の食ぜ
`ミ

よる尋ケ穂 も1ミ よって生 じrる 九寝の住襴

■化 l■―、くギ れるイ象の強及奇尋 lミ たきく影増す ること|ポ 昌ヽ ダ

どヽ と 奪 も た 。 しろヽし試 謗寺三望楊 L九 で
1れ
αプ鬱2″ル

“
後
に 導 日` L、 t

の奇書ギ 態 にあ も格 子イ象t撮影 しハ等食 フイ|レ ^三 史‐l歌
の風定

九年末に対す る刊 料 とす掟 ぽ その影 雪 ≧え全 に取 豫 くことポ

ぜ tЬ 。この よう 1ご すれば尋ケ■イもつ影 電蔵ネ囃■す いな|うヽリ

でなぐ、奇■■ 糧とた牛ミ とと分 離寸 bこ とボπ
nt 
Ъ入ら′ミ

為嗜:|ミ置 Iミヽ す も奔41■うヾへ くな り、 また不と ,1ミ埒卜lミ ヽ ヽて

も′特に及氣 九年薫 建綽itt ζ こと建裂′要と しnt〕 ,tダ :ミ リヘ

えた与案 ′さ聰す Ъよう |ミ 格 子鳳諷 t観鋳 す ることぶ ――c"せ 、ま

^唄
次奇tヒ ■ え

~てイt、 ス とヽの札ミ聾 る`撮影 tれ た警 缶領́ と

して4不it夜 る。

平 鶴 た 力′ミお 3ミ l‡ ミ為 負 つit刻 たす るこ とに よ って大

規さ れ るボ 、 こつ 二ヽ負 り■ ■ラミミす る l■ は、各 ■ ■った格

子ヽ 負 2持 つ ■個 つ試 料 ■作 成 |て ―ち負 つミ 著狐 tlミ 測 虻

す る
`ヽ
ち る 〕ヽ尊―ヽ

〕
料 上 rこ 格 子 と二交 ■ t‐trて 積 筆 じ、資 つ

うち ―も 亀 り春 子ぺ 峰 九豫 と平行 に■ ζど う 1こ 試料‐芭回華iし

て現年起ヒ食 え |」
lい
)。 また男1の 力颯 と し■ l‐■二お n9格 3‐・≧

ヽPA試 村 て1格 子ヒ繰 九凛 とθパ
ilj~燿 tけ れ、ず埠 九凛 と景ミ

イθ」r



ち負りここθポ漫1たでで、このちム ,こ よってtイttち れつこと

'1褒
L~ぎ ｀ることづヾ わ るヽぅな。

理論 白ヨ為条 の森 来 、本洲えユ |ミ よる濃ムえ黛 た |よ 格 卜鳳 喩 ′ミ

邊ミ ,1」 ることろぐわうヽ っプミ。 鳴 、|も 格 も1つ 不各トロ式 記ヽ■ 3θ Jヽわ%
と し、イむtに よつて柱 ピ'た ■分月,ぺ iO溜れ ,飛■亀て.りぁるとす れ |ザ t

汲t定可能庁1■ 住‐tと し【 1■ 0.1lμ であり、ま英■tと して1よ

θ.θ Od7%と つなつて、ハい牛′ミ爪及りゝ 〕ヽ八二■でちろこと」いヽ

ダイヽと毒った。
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第4章 3{課1り kt′ さ贅たアプレミユウムヽ

粗九雑ムの■
`争
やの理Цブt

こヽミで 1ま アルミユウヘ粗 人結 晶 Lも |ヨ■り■
―Lttた す`今 、ど

のよう恐′もヽも ]tり とするるヽ 建曳亀 ウ援ヽ ミqと に_又 ネ
‐
す と■は、

これ 手¬ピ為筆 してさた こと手 tゲ |ミ ガ在わろ ことと
~ケ 3.

牛.1  ~試ギ|の tiミ 電尭

こ餓fi丸ム に Fつ てく下八|し たアlL/ミ
ユウヘ組 す_森島L執

:視

「とし て

|八 ヽ
'た 。試 場

|■各ネ亀どミ札 1ミ よつて たの■黙ヽボ 霙な り、tつ

ために● たヽは'キ牛_l Щ Ctり に尽 しアLょ う |二答椰 t馳璃いくお 、い 掟

Ъёギ、 )ヽま この」各義ミξミれ‐う` 3つ 及ut≧ 一二1ミ、と寸 も
'■

め′ミ幸こ働

L■メリTれで嘔ふ ■」∫ し、その■砲 |ミ 葛 九栞 ミヽ奎尋 tミ 。●■

|ミ した写真黙九葺tiよ オリ丁_ン フ|レ
′
子■ ミ業委当う t子■ 1共島i喝尽 九

ハi租 lミ オヽリ■ンフ|レ・フォトレジストt暮卜し■OPR)~`n≧ 仁 ヒミヽ嗅 し

:膨血ん∫ rミ ざって為'特■ミ lミミ膏にた。沿脅亀凛奪Lの が九嗅

の改 鳳 ボノミ )ヽと 、
′
認九 じ飛 Σミつ た‐もミパ 九 鰊Lつ ま ヽ ハ

Ⅲヽアで 4`

司■tヤt~【 し き )`、 千 卜`よ Iず T分リア取 もヽし奪 t)の ■・、刊乳・1象
1デ
|ミ 嗅

/f_‐ fトボとれてしようミた。どちろFし たがってここご¬よミツ熱■

の再こ尋パ |;“ 蓼ノこ下と
う■うよう :こ した.こ つ熱

｀
九t_こ 塗 」ヽ こ■部i

ふ援し/ヾ 力 L札嗅してバ兆ゴtミ ーミにぜ尋する書や
j碕 ぜ、ムヽ タコと嗜ぼ

:

位
…い )3。

朴 OPRl■ lス蔦 餞ヽ
‐
育 に よう。 '
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村ヽ「 _|こ lθ為 4物%の 日ヽ 鳴 啓 ド ミ載 等 し、―壕ヒな るl象 つ食 亀 生゛ え

八 。 こ の 1■■多 2う アヽ た ア
'レ
ミ ユ ウ ヘ 米 ｀た 1■ ξミ ヒ 茸 ご 通 九 又"ヨ電 凰Iミ し

て変も つ各段滝の格寺
`象
≧壻
「
■S単 した電冬 ずれた写真_フ イ

ル■ L二 j杖 の 物覆左″ ′フ塑絃′ Z｀
‐4島 し、 フ′,′レヘと彎凛 μ

山 Lttrこ 〕た慟 ハ7ラ フイ ンミベれ 、演義 してえ灘 つ烈 表_九 年ミ

つ試 '持 と した。

4.2 えミ≧籠果二ちヽよひFお 氣

34.(プ ISLべ'飛 ず1畿 に計って 亀ヽ駐 し/こ堤蒙ヾギ11こ ―Dヽり【なきっアゝ :ミ

、1定 つつも―孝宇時 |ミ )ヽりて■も 量 ヒリ1災増 してくミった と、 tミ 4等

じ枚 た絹 ミ ヒ賞キ.イ 颯 (´ι・〕～こ8)|ミ 黒 じ飛.格 子賛、つへ 1慟 ほ
`16た

り
~'こ

質ロミ警こ で'、 j乱九飛 九 ぺ tよ 為 きヽiゃヽ電 とヽ歌 ミtAじ Щ
Iナ に札 した■彰 量 lよ '理黒鳳卜耳1つ 援1‐た。ヽ ゞ写Цしたもっプ、試

ポ十ぞイトつ 平 t匈 1́■
~ご'あ る。

そ 4.イ Щ この |ぷ
‐
都可米十れ た

´
ア|レ ヽ‐ウム、粗 た`ヵムよ り鵜 亀紅 リデ

丼 ■顔ざ九tもや1ぜ小 丸 |ミ 写■導童繹生じ73‐もので'も る。 ■た人栞ミラ

ウエ写真 うヽ じヽ薇lLえ つ てキ4.ユ Щ に熟 しハ。ヽ
′
お卜つた ミさ

l↑ 凛繋取蝿囁 62綱り電′「F島 イ1/れ′7/3お よデス さで,4/れの で らっヽ。

そ4,{風 彰 )～こ各)の 1翼彰 tざ この々 ゆが 、平均由3恐″ギ宇び
tと
ャ

ノヾ とし、たの強2介う と して冬 ぎ々 ~こ )ヽる ので、写■で 由く

塊わオ
`て
,ヽろ 許・有 f専 たのも1及.oせ 夫 ζ"・で11び'ボ 人 い '書卜分 {ミ 界ミ与

す ら。上に 写真 で'黒′く■七わ仁 て )ヽも たつ弘■_それtヽ つ 'き,今 lざ相

ヽ静ヨ1ミ 穐 ケつ書ゃ‐分 、す ■為 ち脅 メ'ウ
‐)■ 0も 1ヽかに｀ 当.し て、)

ふ
 33.イ をIPζ .
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奪牛_1曇

(α)

51課ヵ■形′tな たアレミミウヘ根た縄 ,ξ車つ■tttt。

(α)へ (tン ミ|」・i香 としてつも1轟力■■プ竜おξび`書纂t!ミ
ン負 県 ■ ■ て入つつ積 場1■■ tた 。

組 ふえ 。 t´ こ IT球 +_λ 颯 に XЪリ デ 〇・ アで尽 じ飛、

X           0

(の θ.39あ すイフエッジ

CC) 1・ 5ツο す′(フ ■ ッヽジ

一

一

一

一

一

一

一

一

一

―

一

一

(え) 49% 鬼
=■

-

一

←

―

―

一

(C― イ)

一

←

A一一～

8.?% 七年破

―

一一―A
一

10?
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一
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―

―
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‐

(ι―夕,

一
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―
―
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ヽ
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…
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■ ,
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一

一
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キ4.2凰  アリレミユウヘ
俎夫績品費4.1図 (の り

マ1彙 り報 ち負 |ミ 眠す も

ヽれ 。

る。 ■
^光
ら 強 た倉 Ⅲ と仲 び つ

社 ■ と lI量 6,に 一 致 して い る。

(4)■Ъlト ゲ (C〕 1下 全 体 としてセ

れぞ枚θ.8%,イ .ケ a/。 の弓t薇り■

形 ≧与 え
^tの
で、■影 レンズ

|ミ の。と■っ級 市ヽ ,たで
′ち Ъ―ス 九

式/を つ スヾヮ|ヽ |レ ヒすべ
′又も し^

ゴЪ合 ′ミ1ト ミに基づ く風■ち1■ fT t

宅鬼現tt掟 弯 る`ヽス づぐ、 たの 1コ前

スで 7卜 1レ の子要Fミ寝禅tつ 住 ミ

|こ ヘミ濃14い どヽすイフ■ッジヒ番 ＼ したとき ,ミく さ代入 |ユ形 で'

あ る 。 こ の 颯‐形 と この の熱 墨鐵■ と建¬ドにし て み る と R一 轟 晶 粒

肉ぞも伸び
′哺―礁 でなく、また結晶れネはイ守ぴボ掏末tね て

)ヽ3 こ とるヾ キ)るヽる。

(沈)あ よ`び
:(0応
tれぞれ 49%ち よ`び'8.?%の も1飛 D変形とか

たたもつで'あ ろ。■形量べ多く奪って t)う のて℃旭与」曖■ミ )ヽ、

12.4で を 家 ヒた よ う fミ FFt寸 う スヾ クト:レリヽ汲 学誇卵ゴヒネた

うよ うな た巻摂[■ 0入 した とミ lミ 奮卜6｀ 仁た 図■,ど に )ち よ`デ

(C―イ)tuぁ る。こつ船 、 たキ視 つ訳 禍ミ憂¥手 0～ 1つ篭 風必ご

スヾ 7卜 |レ つたボ リ 1ミ くダベ
1又
九 くな る′こつれてスキドユン ト

ラス トろヾくし下す るのパ礼 2い れ
^。

 し
^お
っヾ て ス ヾク ト |レ つ

九ボ リ よ りもヽ へ幅 つハ t)え 等裸[ヒ lλ )ヽハ .'ヽ 一熱 馳地 へて'

t響 で¬‡―燕 ゼ′在 く 、 ■茶森 晶泣 ネ !志碑 ぴ ボミロ黒tれ ひ 〕Ъ

ミと 1よ Cみ)お よ‐びてCDと 員 じ
′‐ぜ ち Ъダ 、 t∫ Iミ (リユ な っ て卑Q
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るヽ )ヽR議 でl現わ拒 て )ヽЪ す ベ リ 1ミ よ Ъ■ぶ頭 鬼 に着ジヽt憔 る。

こC-2)の 鳳彰 噂 すイフ■ツジ ヒ 呵い )て ヽ Sれ た も つ で あ るべ 、

(ι-1)(ミ くゞべ
1て
中ミ ■ ■ の むヽ 今 ボ

ノンな tl. コントラ入卜 T`良 1)

るヾ、に―イ)の よう1ミ 登づテ神」ミ々 え |ミ 現われマ )ヽ■ )ヽ.に-3)1さ

すイフ■ヽッジ■(4-2)の もつ′ミく6｀べてヾへヽ R減びλへ等て石 t

の z"あ も。(2.イ 3)で'ネ にハ破■ミ寝″気
“
)+8のえ類 93ヾ (C―劫

′ミくダベ'て 夫tく なっ
‐て )ヽる スめ|こ 、増ゃ口した 3の イミだ

itす え

の 3二え乳が 4=画 1こ を□たδ仁 て ヽヽ ると亀件琴ス「
ミキtる 。 ここ一七手う|ま スヾ

ワト lレの九ポ リよりt賞 ゝ1島 つ役 )ヽ九 年破 と,■ ヽ'た とミ |ミ く

δれハ颯

“

ぜ、に-1)|ミ くタベスで ゝミ え殉いさてき下 して )ヽる .

(C―夕)は も2_夕 で
:為
無じるよう 1こ 九豫喝 をたげ 、す

/fフ ■っプ

と配合 て て衝病:型摂Lの 及理 とミ 蔵 tて く S薇 為興ち で'ち Ъ.

ミ枚 1■ ほとんど'(ι一つ コミご九及冷 膏 k tt t■ ち` りl寿 曳に

4負■ヽ さイてて 1ヽる ことろヾ わめヽ も。 また 1たこの千歩 フイ|レ ターをIL

メトし、々と。331コ |ミ 薫し不足亀八ふ埼■パ 々のま ゝりた と興 り、

解‐6%μ 9j豫リノc置 にすイフ■ップ芝尋ヨ入し為。 このとt(C-1)

にな し入 IЩ■うの `ヤ ご号垣つユ及ボ最 も
~r_で
)ヽ書卜す は自ヶパ ろヽ )

庵ヽ とな もの多く
:眉
Lサミtれ た。 また 3■■つ号Lし くヽ つヽ委口さ塊 り

ヽ色 とな も
―て、封舞トリヘ亀 もヽ 6｀ 堤 t'飛 亀つ畿 ■■ にぢ b亀程 :壕

ろヾ}層L援Δされ 、ζ2.6に ミベ'た よう1ミ 亀え で'も な Цt枚 た。)人

上 (4-イ )～ (C一 」つ の各 鳳ル 「さ費 2諄 て `え 案 し た 各 く負議 ち ス の

代 約数 を た つ 恐 ゝ■ づ
itす こ 又 )`る 。

ゆ は 24・ 8後 のなゴb■ 靭 えたもので、喝 とミ って iヽ3光頸、と

すイフ■タヽジ
:■
朴冷 てス面積型型リ ノ■i■ 2ミ蔵 して得 ら疑ハЩ

イイIし



影 であ ろ.各熱亀札 ヽウ/fOびり えパ九 ミく 4っ て、曇 ミ崚 ヘ

の■化 iよ懇 ヽ自きたンtヽ ■くな って、)ろ ため ,ミ 、琳壺Jへ つ変イも1事 あ

ま り量莫晃 1ミ 麓Lttt t校 み t'。 試料 の最 もた つ訃分 は訊飛 りち q

lミ ふ千な緊 島粒 ネリ影 電ポが織計の二も卜にもヽキ んで 1'も こと

が集駐烈tれ 色“ル花 とわ のア :レミミ句へ粗 た森 亀ヒろt請ミリヽ

彰 ttた とさり史敬輝 Rrcょ れ ば、粒 ネ ttの ■彰 は各恭 晶

札 のちこ とし だヽIミ ぉってα
‐
ず しt詢栞ミⅢlて ヽ'肇 うヽ 、 A。 こ

の虹験 flで 1■ 、二 つ各 量つ で殺り tヽ tt Ъようにヽテ多「‡駒栞さ

れ て ,ヽ3。        .

こ8)は 39.ケ%の た t奪 81録こつい つミカヨええ tウ ゼ '、 守夭 の

お 晶翠ユlC inし 飛 。 資 こず こつ書や分 等ヽ ゴつ 風・府た り九 ボ D■

i蔵う こ |つ て'tち た、巻だた避イ甦1■ (入 . tり
`負

4イ・夕れ の 31うえ

り■彰 2が えた とせ |ミ 、 十 た 9暴 墨紅 へ又n九 ワ 自ミヽく ヽえ マ

}ヽ3伸 ダハキト分で均響声した。θ・8%贅形 の
“

)t tt Lと 、そこ

と〔ミごキンテボ最 tイ申び
1ボ たτ口、′魏寝中に■ヽ 6々力泉 |ヤ 吉卜時〕

「
じ

う初 婁ヽ で
・
すで'′ミユた)て しよう こと

`ヾ
あら` も .

-1■ として九与観■ へ りヽてく ∫れたキ4.1図 (こイ)つ 鵜果に

つ0て 颯ち at影 した フイ,レ負≧″互      ■"ミ査 じる。

(《 _つ :ミ ネした断面 AA之逮 してく ξれた光電乳 山黒 φく`々 4.Ъ回

〔ミ■、した由寒L又ノ鳳盛 |‡ 等庭ヽド訳Zりあ る。鳳奮もつ驀≒号多′ン負覧した

写真 フイ :レヘ l■
‐
イーストマレコフ%ノ クネ■つ■琥―Xで '、 議影 条今 |

瑚ヤ皓と無今 ≧ lミ ピ′ミしてその H― D山 泉濠t4葛 し■ . tれ tミ リ`

て 光電九 曲線 る`ゴ算 当 した 光弘及 が 賞牛_3興 り為 ド言こtた た 1

颯及 邑整 に よ う毛 つて“あ 予.■ つ奇 尋 i‡ え つ議た分 う と しt

1(3



3・
ム

|

1・
ι・

ヤ牛.3鳳  5t葬り■影 ヒうtプ たア lレ ミニウヘ粗大飛品の壼奇やつ

え量。典えはや4.く 鳳 (4-1)の 崚範 AArき つりヽててい た

ものであり、 3.ム |ざ 轟亀札ネヒミして lヽb.

援Цtt tれ tl)b`ヽ ダ、このた312日 盛ボ tつ 恐 ゝ■量 っミ磁

とこ b. じらヽ し りヽ意り1た {■相対量 !ミ つ りヽてくも たのず、ィ(軌
(こ 1よ ゼ'日 言′つ在 貴 となっ軸倍 キ ととためて4&大量 ヒいいぬして

で ∫な 1ア夜 tず'な 6｀ こ りヽ。そのたり |ミ や4。 (Щ (ιィ )り Bち よヽび

ご と ゃ し た と こ ろ Iミ 直 千ミ θ.8〃 滋 の 、こ
゛
)不 一

'レ
L音 り て そ こ るヽ」

国市 t叔 も口 1中 地 つ ヤぐ れ 貴 ■梨 虻 ヒた 。 こ代 ょ り 資り訃 分

の平工む格 ケ弧 喝 k写 Ц とた 。 ■
～
だ
:構
「手イ象ミ撮影 して漫、た な

や 百いミヽ 「寸 Ь蔦
1ド
に 作 成 した とで 、交も っ合 段 F鶴 (こ ■ 1,マ ア

プレミこウ `≒碑式'キ十および:カ メライミ寒いよQえtれ ス 〕ヽ■のて'撮影
住́尋 {■ tドコミ dで

′ちぅた :し たボって鯉■っときの格 もを■

影 tん tつ るヽ ご、々っ凰寸九り礎こ 2刻定 して格 きヽミ漁 ≧よL
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牧
~3~枚
ぽらち`よび C、ヤJつ 登量ボ足より、■れて'れ ま了%およ

ゲ 1114%・で
1あつ

^・

このれ の九議たは総封負で tれ でれλoθ

おょび
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本援ムに去 ワー つつたミな代響実は、 ミこで時中けとした ァ !レ ミ
ニウヘ縄 人森品 のよう (ミ 不ミ自ヽ物棒 ワ乳た とば たに篤鳴象 lミ

公 う ことポ で tЪ こ lミ ち 39光 群准 裁マhす 良嗅イ こょって漫、

た L織 う 試 、八 え が た 1■ 友 蛾、つ尋 tlミ ー「む葡ttt Ъ . '疑 賤 t≧ ■ く

~3~ち
と慮 主 ■ 上 げ う こ と ど で tる うく、 そ の た め に 試 料 つ た カ

奇やあ るい「∫■fなう 1ざ影 響建うけ、臭昧 うもつと霙在、ス く

Ъ象亀キtるぐ■らも.■ ■韻
'料

iヽこ発生し不 1こおミ忍 t'■嗅 |ミ
～
■ 1こ■

えダ仁ると1いた6｀ み 夕ヽであ ろう。 な4_1で ニベ'ス よう|こ 争■囁

|ミ よって終 卜t刊朴 、二|こ熟 写‐する場合 、威 九 {ミつ暉ラマ噂 cμ

以下であって、現Vこパ疋 tす■F乳嗅つミ■に亀嶋くだ
。ち も.じ

ハボって試ギ|の こ分千 1ミ 影 電k与 えЬミとなく、一ミ虚 ず

洸表ゴご宝 Ъ .■ た た 3細t漁 ず冬 ゞ代 入 九 碑柱 図 るヽ ずた 力今 琴
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毛質与で 1■ で 〕ヽ。春褻え葛颯 |ミ よね囃
1、

こ奇仲ポミ癖 児っ颯

為分う としてイ詳まれるう` ど登るシ琴 ≧言ヽ料をき亀 lミ わたって■っ

ま ゝ直櫛 も ことボ で き、 また t4.2で 黒 した よ う ,ミ 〕甦光寸

技ぼ'資 れ パえき企 砲与え、等村 ボ楓 卑又
υ
あ る。

モア レ議 |ミヽ ■ ろ為無 tt亀 3.4ぜミベ たバ、た ア レニ のニ

つの欠鳥 嗜夕さいづ弾戦)つ入 えボ島敵 蕉ttさ あつ入 .々 4^{巴 つ

各鳳形 奮み るとすヾ )に 基づ
1く
キ 準 |ミ ふさ強奮講載でヽ勤 寸 Ъ

■tよ く現 われス lヽЪ 」

欠 米、 日前書 きL咆い.た ■ワ理 たヽ として t■ &“ う↓食ぅて 1ヽ

3ょ ぅにザ 封樹 上 |ミ ュ笥書 きと袂い象して、 tつ 訃命 やミ玉んだ

とさり回可ウl九 の秘唾商る`∫ギリて 1ヽう 。 しるヽ しこれ 1ミ よれ〔ゞ
1言

式

袢 ヤ件つ平可∋的なミ しへ知 ることが できな わヽ。れ '料金外 r、 ゎ

たる■イド・ズ

'■

援t兵甦|)も 1こ (■ 、ネ司く植1⊃ 庵力Lt調イヽ■こちて る
.ど
、ヽ

ち る りヽl■ ピ ンネー
`レ
L置くミとtミ よつて、その一■卜奇‐つミヒ現t

兵こし、宅れ ヒ鳥武
1料
ぐ各 1,わ たって員ミ1き にな けなば■ ダず、■ト

隼 it尋 囁 るtる ｀ゝ b. じ
`ヽ
し不 以ヽ た二 tミ よれ ば

:亀
/4‐.ι で]ミ、ヽ 飛ざ

う 1ミ 部げキ全体 |ミ わ ハつて たのイ■置と この穐 た 。ミーた Iミ 録ttぜ

ミ 、イ筆粗つち力 1講こしてす ぞ れ
~4、 )ヽも ミとバわ るヽ も.

4.4 意とり

鳳薔格 子■暇い)■ ■熱良=2(め 本
‐り1足ニ ウ史島,「ムとしてア
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さ資 ⊃ も` tt、 これ ■で当 筑 つあ ると こうプ ち 、た パ 、不 曳験

看ミ■りヽヽイ早び
:iよ
検〕I■tれ て lヽЪ 。 また末亀墨ョコミヘ |ミ すい)て で中び:[I
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。貫 象 観52直奮苺Jこ試 琴手とヽ
~も
ことうぐπ"ミ Ъ .

。 ■の命 尋 ボ鬼 ウ畿な含
‐■ ち ろい |‡ 色鬼 と して竜ヾ 場 合 礎
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｀
布 ボ 聾

■ つ
`ヽ
ケ や 可

‐
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。史最 濃ヽえt生米 つ心ヽ二 1ミ式 ヒ又亀単でち る。
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υ
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場」章 分 返現 回甘番 子つヒ
゜
ッチ

慢 主の製 虻

従 来 、 6o~九 愚 鳳前 番,卜 の検 え は 、た部 分 ミ
1ミ
1ミ 団前 九 を規

洸 して行 わ 掟 て ヽ'た 。 し 0ヽ しこ枚 に き枚 ば 颯`納訊各卜や 奮 と し
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す うヽ裁 ツ あ る、)嗜 資七
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わ し た も の 2冬 伐 0の お よ
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15.2 試 料 および
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リム足七与K

次の色二3マ」篤桑ヒミした葛式り時1■ オ5.1:鷲 1ミ ましし
^tり
て'あ る`。

、くつ試料嗜平難力り 入上Jこ ア/L/ミ ユウヘ■亀鬼
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ォ J.ィ 襄  に°、ンチ畝 九つ濃1足に鳴 1)

∫れた分光喝鳳前措 子。

拭 号 冶 きた換 7・ レーだ亀

す ‐ レ ンズ
l亀
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リイたつた し東 1ミ

|よ ― )た光 とた の
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300為物れ
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5.5 え歌 緯永ち`よび
｀
為黙

試 料 今―Iイミつ ヽ'て 食 )^え ■たつ朴 ミ ヒ

た.(α〕こ|ネ ーシた九二亀 リスヾ 7卜 'レ ポ` すヾ 又

^〕
乳合 であ つて l■ と ん ど ユントラストは住

イフエッジヒル動脇ん汐z tttrLに や｀して平・旬1ヽ
"ミ

1眠 )たミのス´ヾ

・
クト

'レ
ヒ取は )ヽた 士ち合 fミ くお れ桑鳳%で あ り、これ とGDヒ■ヒ

卑ミtて ケ Ъとぐッ今畝 えに■
‐
)い く罪乳鴻ヒポ ■`とわ年て lヽも 。写事

zド亀く見えて 、ヽ 3苛命 {よ 九の31■ボ大 tЧあ 3~て 、■・ミ我パミ

の辞分 、すなわち幣 卜鳳鴫べ大き 〕ヽ卦分 ′ミ相単寸 も。(C)1専 す

くフエッジとや イ`聾県シュ慢ムに寄tた ギ翡どテlミ冬∫れる直やヽ多り争ミ

である_32.3で為無したよう1ミ冽収の+9■ Ъ■竜亀ゝミL減1褒Lし
ており、すイフエッジと0 1R Iを磐Щl,寄てた■ら合 1志 8くοと強3・

し
^ポ
つて減ケした 2のイ直だ`す光の3亀たボ全体 |ミ わたって城

ケ し t tlう 。 々」、31コ つ (コ形 と み 3と 、 凰古 不トト右 砲 |ミ わ た

つ て こ
゛`
り考■礎霧ヒ

'き

るヾ 功らЬつろくり習LリミtキtЪ 3ヾ 、今ミ|ミ L i FPで 'ヽ し

た警ドを■
口
I吉 、 沢ミ定 の 増ミ桑 ネフθ.8/π燿 1■婁ミ■・舅彙込 す 韻 えポ1ち る。
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α2)1え 地工しイ鼈リスヾ クト
'レ

≧すべ て■影 レンだ ′ミ入れ

た場合 .

α‐)・すイフエッジ 21次 た の中ノヾ

まぜ癖べtて ヽ lミ 球♂乳つスヾ

フト1レ ≧耳λMざいたEち合 .

(C)サイフエソヽデ と 1,え 九の申
ノヾ よ りも■ 1ミうた2い で'導入

した名合 .

|   |

オニ 3咀  分九員回薔驀 十争 ■リピッチ観 九ヽ.各写嗅は lミー視 路≧ヽ
力 tて てネ してある。 (ι )′ CC)lミ お ヽ'て 児り贅、左 kl終 卜栂、の■まは
(■ヽ 力す る.
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(α) 1'た 鬼重メ砲つ

Lす べ て電震彰レ

た場 合 .

ス ペ フ ト
'レ

ン だ 1ヽ 入 れ

オ 5.4颯  含九ミ回ミ町驀 争 G―工つ

対λ′てヽ マ項卜して葛みろ。

“

)′ (C)

竜力と|よ 1声ぎをすЪ.

αり すイ 7エ リジを1えたの中
ノヾ減 "神入してヽや ■4Цのス

ヾ 7卜
'レ

を五た津意ヽ )た
'あ
合。

(C)† イ 73Lッ ジ1乏 1え 九 つ

守ノくノ」「りtイЪ興じよつミ■で1や

ク、した」ら合 .

に°ッチ t史え。 各 写琴甲Iミー視 賢 ■

にお )ヽて 光つ弦た と養「卜盪 曝 り■
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(ι)1仄 九t´考つ入ヾクト
ル とす ヾ(12影 レンだ :こ

え薇たtちや。 ・

αり す /1フ ■ッジtヽ )tt

の雫マ■■・ I等 入 してミF■

う腹
「
晨ミつ ;(＼・フト,レ ■lRヤミ

)ヽス メ .1「。

こC)光寺獲ヒ7現に句短
□萌 穐 に警 入 に,t場・き。

ぞ夕.ケ 凰 分九|ヽ Ц町格 トキヽ 工のこ・1ッ ト社其_。 各 写裏 tよ 鳴―視議苺ミミ々

さt又 ふ tて ち も。こιう́ こじ)|ご ら` ｀'て たり虫晨 と朴 〕縄「ミっ
―
管数 と,I

ヽ力むし、聰常に執 リミt択 3θ .17″ルタ多のi■ つヽり理茨 |よ磯 じヽポ頓 Dθ 苺ゴと

に繰こす鳳へ雄えであЪ.

|     |
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費 5.4Щ 慮試 料 争 IIに つ ′ヽて行 ぅた え歌 森 果 で 、 1コ前瑞寺

′ヨよ L:'Pで ヽ 、た疑「与唄 掲 つ 人 tl)ヽ分 J《観」ヂtt tt Ъパ 、

化 の■卜を |■
~試
料 今―■よ りも 梃嬌―で ち も.格 卜Ц P取 つた 竜 )`許

奇 り咆t卜 1こ 1■ 、キ J.4颯 (C)|ミ 見∫校 もよう|ご t、 な っっに
°ヽソナ

■彗むポ'あ う。

オ 5.ダ Eい
‐t~司村 e―正 |ミ っ、′

―こつ穐 果で
′bも 。すイフ■ッヽプ甦

民 1)た こ∠う、ち よび'九毎撲 71■ ヽ'た
(C)に ■ヽ攻薇ぞれ コ ン トラ ス

トボ生 げて ( ご ッヽサtiえ ■現 わし■ lヽ bo cιぅち ょヽび
1(C)の 図形

|こ i■ 4-.Iつ 宅べ村 と Rげ よ う 〔ミ約 θ.8ノ″石み|ヽ 政ヽ り に
ロ
ッチ tええ ぶヾ 妥

め∫校 Ъ. ■ハ t蕉 よ りも紳 イヽ l`lミ葉に"犠と言■ たちミ鶴 めら
｀

れ Ъど 、これ |‡ 九年導こ■ lミヽヽ'た
に)1ミ よく現 わ仁マおり、九懇

楔 ヒ颯ヽ'ハ
えら 1ミ 4郎pを 失た うt増 し―い )Ъ ため とミわれ Ъ.

このふ風りヽけ !■ 議で銚ミTば ツヽサ
~言

見え 〕T援、りでLつ 」嬌ミ[尋こ、 1澤 ハヽ trヾ

θ。イ7屁化 つもので'■)bこ とポ わ 0ヽ )た 。 こ仁 工9(鳳 婁ヽ iミ 含 ま

れ て lヽも 格 も‐り奉琴こは

6θ θ X θ“イ7・こイθO'ト (『.4)

マデち もり した るヾ つて たのご ソヽう―議 九 1■ 布咎卜織ヒィθθtt ξ Rゝ とヽ

して珠 こ と
~Cヽ

'も
ことパ わるヽ も,■ た L」

`ア
で ■、したむか

~■

九つ翼及 ボ・化 つ苦卜有 ょりt人 であ つて 、な ン冬 lミ tLよ りも格‐き

Ц IRボ
1メ
こさ ,ヽ。 ■た晨亀婁ミ色シ襲イ亀左

‐3~3も つ とに累Ol桜 イヽミ1ミ ラン

グヘ∫ミ性.ご′IC° リヽサ・督itt t tlり ∫枚 る。

イ2J



ダ.4 ま とめ

口轟キトきJミ よって発 生 した 史鳴搬 上 寝つ■諷 お よび包竜ミと

ヽ うえ たち (ミ 基 づく本増 えユ (ミ よっ て、今 なス回苛略‐卜つピ

り`十官ええうせ九つ誠た分琴 として事申鉾全 亀 Iミ わたって ―及 ,ミ 場ヽ

えで ミ Ъ ミとが 自ミゞりヽ とな 、た。曳や祭つ試 料 1ミ フ )`マ 颯1夫ェ

ん縄桑 、一 定 の 1ミヽ で繰ユ
~す ピ リヽチ‐ 九。ぐ褪 ら∫れ、細 るヽ )ヽ|ミ

英ヽ つもの 1よ 九黎甲哭とヽ 1`れ ば よく現、わ枚 bミ とボわ イヽ ‐ゝス .

こ々 よ .り z戯千『 ″ツ厖
リネジ
:ち もヽ'1)為 早稔 ど可変:政九 2年

tマ熊仏つあb不 良イミ苛tと写して、

…

θ″ノ%の米ミト
子■二 lミ で■|■ て も こと るぐ夜ノミ も。

イ」L6



絶 橘

春対 免 で l■ 先ず オ 1葦 lミ お 1ヽて 、本対 九 |ミ ミ l`b寧 象な与

、薫つ末ヽく嗜L鳴燻 ■楽きく と峡 は 、た奪薫 とこイt玉 とつデミ
'マ
`ヽ
5牢て

瑾コミよって ■んだ'平砲 回前後 卜 の■命 キ ≧試 料
―のイ象砲 ユ |ミ 九

の誠た分 ■ と して ,1、 定す もヽ ス 1ミ つ ぃて た無 しハ。 その縄 桑

|‖奥 つ よ う 1こ ■ とめ も ことバ で'さ Ls

(1)凰 崎 名「卜 1■ tの ニ ミ 華萄―■ ち い )l~3れヽ 奇 ■ 1こ こ本イギ

う牲 嗅 色9肇 球1■ 発 生 ttも とサ 奪 t tt Ъ.生 んだ 曰古 春

キ |よ 、も との格 与鼻 に 直 負な崎 穐 ヒ為 え る と セつ 盤蝿 的

なう友ヒ畦 功欠と し、 tの 前 硼 ヽ 亀 の ■分 不 ■ ■竜ミ波 と し

て 史鳴 :ミ Iえ枚 交議 でキtて い Ъ こと るミロミダづヽ と■ ,飛 。

(2)盈 今■ を言芋嘲「つイ争穐上 `ミ 光っ叉ゑ分 尋 と してく もド 囀、

そ の■
‐ぎヽ 班疑産復諷 寸 ると言言う■■もで た た る ことめぐマ"ミ も.

資れ {■ ミ億 薫 (ミ 73S t,て Rう友枚キ友変訳 瀬ヒリ復、 R"鷲iな われ

て 〕ヽろヽ滉麒漁+岩ムと1ミ ピ こと遊すれ (∵
1ど 1`.す 奄 わち試

母 リスヾ フト lレ 砲 て“ち う再じ″ジレル児国ざT砲 |ミ 九奪裡 ろヽ どり

マ 入 ク■寸 )tt‐て、腱 ■ つ Fヽ 011ミイ貝11書 1■ ミミキつ よう 1ミ

な っ 茶 ■ ん だ 回 す 格 卜 つ スヘ・ フト!レ iミ 拗μ
ttι
ず
んみ鯰九ル2『 ヒ札

て ば
〕
い )ミ とざ わりヽ 〕

^.
キと埋諄■メ〔す各翁1つ イ2訳為去 ′ミつヽ'■ 具体

色つIF不たヽ し、t5

fミ tれ ti気験 fミ 計って4り た。 々仁 5~の 轟 永 t■ )た のよぅであ

る。

(イ ) 凱
'料 t馬 ,ヽす る霊甲ミえlつ 醐勧″留 」`ごた条 ヒハホえ、
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奥 足光年末 の九茨tと して黒 た颯、ミ!ヽ ヽ'れ 暉
｀
、その緯 九颯

tミ 垂直奪賀 料苛 砲いこつ .ヽ｀ ■ つ■分 不ボ 、イ象砲ミ tの 前‐島

の検軌薇 置 で興たヽ れ Ъ。 した製って た冬豫合 梓́ ■亀え

れ 1ず 、ゴ功サ1志 くつ各首 破 ワ積 ケtれ て'全 L■ R峙 (こ 風 え

マずせ bミ とるけ メ っ`■ .

(2) マ ス ク と し て すイフ■ツジ ■ lλ い れ lギ
1く

い ヽマ
け
で L. ミ つ

プ覧合 、
・ビヽ訂ヽ寝ヒ司七わし

~こ lヽも 興ボ多の実′曳苑ミと _■ ントラスト

■ 黒 合 て て ミ え れ ば 、 こ と う 1す た 鳳 前
‐
格 キヽ の 平 IS(■ 寝 枚

の スヘ・クト1レ イ■置にすイフエッジΣ貰¬入 して 、 t校 より甲ミミ

鮨ヽ地つスハヾ 7卜 lレ ヒ肇、商ミくのうヾぜ註も よ ,ヽこ とるくわ るヽ 、為。

(3)ナイフエップ Lミ j`た 場合 にヽ 3れ Ь図量御
~R■
iの スヽ 宙 り

とキ |ミ も烹囀 生ヽ コントラストをミ つてお り、 力曳友 tよ い。

こ量:ぶ たぜくな もとを実友 t■ 碍 くな るので登量 の■ヽ
‐
さり

とでに |■ t〕 ЬのごCtま し りヽ。

①  マ ス 7と し て 初調亀こ ミ 羊 ぷ 蔵幽 ″ 喝 易 曇 ミ●登ロミtつ て

直濯議的 1ミ 城 ケ して )ヽも なや楔 ■ 1｀ )`、 tれ でつム事球Lつ 六

ぷ り■党/せ |ミネλえばヽえにく賞ミ t枚 、 この分尋 とイ象軸ミ

リ諷 ,証分う と i■ ■ しく―爾たす ることるぐ4D`ヽ っ入。

(5)郡疑九 ジ駐を喚 1ヽ人 とき 、     の回部Tイ象は質ミ却も試 りλ

0ぐ り建示す いず 、ミミヘ マみク として面ヽ型櫻_と時入す

るたザ中こよ P tt ti4■首ミゼ
lミ
、 すイ7■ッジと f■ いた とき肝

りも復■ つた
1■
及 |■ 負こす Ъ.

(6)醜 琴気可ど霙 つ Дヽ 理、と {ヽ じ'こ と
`ヾ
、 当ゝ 飛 ャ島ミ■ミし、 電 tけ 衡

に すイフ■ッジ
:t喬入 す るた 漱 、 ち も 夕`t■ )贄■ .穐 とヽ った
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黒 九環 ヒ員 tゝ て R襴コミすイフエッジ エt市 入す もちユ 1ミ よっ

て もミ 成で
it L.こ

の場合 、単 亀、つミ 九漁 ヒRい る崚 り

も た奪票 ■日ミ
`、
もく{甦 l■π"さ る。

(7)叉 二 り雉拳へヽ漱 イミよつて卑 亀で 現、われ て 〕ヽ英 Щ形 の大

本 :こ ヽた の 亀ヒー哨静こ
/」tlλ Ъこと |ミ ぶ つ色九 と して ■奇

■ ■摯lЩ でヽ る。

試料 |ミ 平薗々カポカロえ∫れたとで、ミヽ負つこヒ測 史ゝすれ

1ず
1仁
九ち亀のこと大虻寸 もことがて

いミЪ。ゃもキメ '1志 、■の

ために,凰ミ↑朴 }21λ }ヽA‐/T‐ 汲ヽた去 といるヽ 1ミ ミ lミす るもヽ 、史「象

つ 至 現、え 1ミ バ F寸 3ち 量 ヒ絞 「試 に た 。 あ わ tて 刻 え ポ λ lミ つ t,

~Ct_為
無 し六 。それ Stゝ とめ るξ次の 魔う2・ち Ъ .

(イ )平 通試 料 の養I音 |ミ よも尋 ケ変化 な ど lミ よって生 υもな

気たの代 芥ヨ■イ咆1意 外 ∫ れ るイ象η二 つ 羹 友↑ ■
|° た ｀ く母多弯

す る。 それ 破遅 け も飛 め ′ミは試 料 ヒあらG,4ιぬν
"炭

ブ
レ
′ミRl日ヽ し、

ttボ 鶴 (こ 乃 b ttbイよ2撮影 し養 早■ フイlレ有≧場ヽ え た 牛

鷲コミ
・「ヽIF 3学ヽ'虫サとT打 れ tぜ よ )ヽこ とるぐわ らヽ っ た 。     _

0 歪 ん だ:穐「手僚 棋 最多じた フイ lレ4ヒ 濃ヽ 性 な 争 薫 ′ミヽ‐す る

ボ オ十と した と き !ヨI、 九 や 豫 、と賛童 撃 置 と L命 雛lす る こ

とガぐで:さ る。 そつ
^め

lご そ 童 議 置 にヽ す る銀 限 づヾ 奄 くな

り、 ■共 不ミ ロミ彗申計にべ してt及 ヽ た 感東 ≧組 tて る こ
l

とヒダ 辱 と しそ 1).

(3)二 ヽ 気 の■ と興 虻
‐~5~31ミ

暉 黒 )■ 格 子ヽ亀 2ミ つミ個

の事いヽ2作 成 して、一竜 ヘ ウ建 ≧社rt iミ 乳 虻寸 権 IT｀ よ )ヽ。

件)ミ 個 つヨキナボ//1■∫れ 4｀ )島ノさl意 、_可料 ミ 1ミ 略 トヽヒミ

イ2?



た えttて 平 写 し、そのうち―竜負 の構 トボ緯、え褻こと平

薇 |ミ な るよう
.試
料
~2回
や、してジЦ女已ヒ資 えば よ 1).

(5)― ヽ亀つ祐 手珪ポ■ ス剤 だに呻特えヽ負の生 t減、た■ も

|ミ は、格 子L終"九弩、lミ賀rし て不lで けれ ば森ヽ、え瀑、と亀 ミヽ

亀 つ社製理 えでミ Ъ.

(6)可け義絆9為 無 の爺 永 、本 汎Цえ二 |ミ よЪ援ヽ たぶた LT格 子眠

喝 lミ 逆L_rtaす ることぢミ
iゎ ぢヽ っ六。柊 卜鳴R■ 30」勺ゎれ と

し、 い やバ 40-鳳 奏tで 、́調  「ポiた の 1崚 ヽ彙 つ人

ttヒ 1ミって )ヽも とTTれ ば:、 八え可 熊な交征 量 と して 1甘

ο,イ (μ t・ち り、■たこ量 とに■「Fθ.θθ67%と なって、ミト

隼 |ミ 威 た りヽ t'滲Цt為 漱で′ち ることパ 0ヽ ∫
`ヽ

と■、た 。

キ+苺 で:1■ 曳撫 の曳験 qと して ア lレ ミユウヘ相L人 織 晶 ■ろt敬

り4是彰 tt為 場合 つ【ミ分 ■ t冽点Lし 、え ネ で′1■イ申デが 旬ヽワこで

れて 〕ヽること、あ る 夕ヽtT粒へ lミ お tTも 不均 -4仲 ぴ な どと知

つス .宅 の絹永 、ォ 〈葦 ～費 3≒ つ考無 と合 わて 了今 りt史畿

《)1ぼむン
~て 1ヽも えりヽ

//tボメ喧リダJ「こた。

(1)ヽ 象物 ヒ直壽 |ミヽ '料 とす もミヒろぜ‐・ミ Ъ。

し )4/箸今 ボ拠の強独_奇神ち い P噂 亀九 と して竜、1料全 琶請ミ

わ 疼 っ て 一九 lミ 枝 定it薇
・
も ろヽ ∫ 、 直 轟 ■ つ 分 ゃ ボ 耗 ヒ つ

るヽ サ で す り 。

(3)メl篭暑ジЦまこt養 米ヽの暉卜ちジ駄にrtlし て1ミ当|¬ノマうる。

件 )為 け 漫 えヽ バ た と 場 っ て お り 、 無 ′こ不 ミ押ヽ物 体 の 浚、え (こ

ll‐ へ効である。

(b~)佃―領主或つ :2つ な11動 と
'議
た■・■ も.

イ〔ゝ0



オ 〕 尊 て
:嗜
特 t〔ミよ る琳卜与 ミ だ 1す で な く 、 ミ つ 八 え 琺 P介

光瞑回す冶 ものぐ リヽチ毒こ九の対どこ|ぎ狐Rtた 。tリ ホ彙 lτ 文 ,

よ う 1ミ ま と め ∫れ も。

(1)理善沖ヨム無お よび` (劫 り森彙より、今現ミえ二 |ミ よって分

光量口前格 卜つノ番rtlイtr iミ 生 C′ ¬こヽ )も ビ
°ヽソ今球 =九ゼぅ

ミ試 場合

Qに わ爽 つて―■ に現1定 で'き bこ とボ日ミゞづヽ と奪 もた・

(■)八 たに R｀ 〕
^凰
前魯 ふ |ミ |‡ 警分 自91こ 格 きunづご化 の評

分 よ りt交象 7し てい るとこう
‐
ボ訳 (め 3｀ れ た。 ■

^集
発嗚

に生 げたに
°
ッチ議 九メalょ ゲー定 の |ミ 攻ヽ だ

:篠
二寸 ぐッチ根

え Jぜ あ ることイミわ るヽった。

訥 守

贔後 に 、キ対 先のた碍 t与 えてヽ'■ ■
い
き、本身 先 の之 合 にヽ

してたえず箕 亀 なィ住P稲黒 2襲pた た■ た準篠 日早潟 、僕 ド木ミ iミ

碗力斑却ミ瀑 く嵐事はヽ
'不
しtす 。

また 、終颯へ缶奪準P■7」亀、奪P式読:■ 1〕 ただ 〕ヽた実1■ヽ■大

様トロ 拠助旗 複 、■ 6｀ ず に本丹 電 1ミ句ち 々下tっ
^橘
κ tミ

思くおネL申 し上げ意す 。

日Lづい40年 12R9日

夫限 夫 像 太像亀 ■像丹 礼弓

イ31

ミ 時 ■ †
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諷 波 なゴび
｀
に読 史 員銀

本舟 先に鳴す も議 颯 なゞグに詭 ■ :■ 次つ とお りであ る。

1.式 シ■

「 た力褻 失」こち` す`Ъ咀ミ●格 子つた 民」

ォとも凰 た {ヽ物 理 像含 奪代 議 颯含  11ャ ーiV~2

0乙ネニ37年 10ミ 1{日

「
鳳萌 格 子と夙 tJた ス′力 減ヽえ   4ユ コントラλ卜との キヽ紳

な工九

ヤイο回力 嗅物 理撃颯燻 ミ合武 演ノキ れ_V11-7

昭和 3?年十R{曰

「 口甘格 子Li｀
〕`たカ カ燿ゝ た  援ヽ た 01」

キ 10日 々 風有υ理や囁イ■ミ合議颯含  れ―V11-8

昭黎Q38午 4ミ 1日

「 回前 格 卜
と lゝ )`た ヽ電■二 :ミ よ るこうヽ た  ミiへ 及 |ミ 鳴

す 3為 無」

ォ4風 々 |、 4η 理 '7含 奪然ミ議 城食  3「 II-6

ぶLttQ 5 9年―fOヽ もLl    、

「 凰¬岬橘「きと
1ス リた再 颯神ヽ スイミよ るこ興 ‐え 衆議理この■イ乙Ъ｀

よが'卑 亀た、ツ色1九 lCよ う■模 tl

や碁 回々鳴詢 理 セヽ告年 1ボi宅ミ3■ 言 3P― I-7

B乙ネQЬ曽与_10!ミ 3颯

「 □苛格 子とRり た再
|コ 前 ス 1ミ よ も■tttt Jれ cJι燿

"び
Pζ。■

2撻乳員 しさ《Jけ のげ4″τ物2И 2ネ蔚ミした島
′きJ
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キ11回 たミ物 理 守嗅く、理合議 澳含  2に―Bヽλ

昭和 39午 4ミ ユ曰

「 凰ミ●牢辞むヒ牡鳴
6つ そ搬え う良とたえた こ滉ミ足」

キ 14暉 え′嶼力傷ミ合議 寝含  4-l?.

5召和 37年 9ミ 8日

「 葺日前灌 によも回岬T不計きりに
°、りうど苛た九の夜 Ц」

ヤオ 回力凰物 理 冬含 年代 議 寝含  4ャーV-7

日群神 3,午 (1ヽ 4巳

「 凰神ケ不魯卜と颯 りたヽ颯■年ス :ミ よるこ漫tt スハヾ クトlレ萄 1ミ

九年不奥≧喬入 しな士諄4ミュ

々ユケ凰力 1ヽ 物 i■寺含 や賛哉 颯合  」ャーVI-7

鴫和 31年 11ミ タ邑

「 凰請格‐卜と設蹟
=輩
とた たハミ刻え  平 萄々力 |ミ よ もこ貪

昴 り ,ミ た と tつ た Rュ

お 12日 々 lミ 4勾 理 年瀑亀ミ会議 演含  6Pヽ Kヽ 9

昭和 40年 4ミ 6日

「 口す 番 ト ヒ ω力れ 銅″ ″れ と為 た人 ■瓢足  引 誘たり■

tt tt■ ア!レミミウ負担 夫秦ヨロRI｀ つ茨口｀」

オ26凰 蕨マ:ヽ物 コl憮含 毎公 式 ジミ含  コhz― 今 イヽθ

日已摯 4-0‐3_lθ 員と日

「 鳳 ヨ■竜気■ ミ 2う r〕
｀
た 日 前 弔 Fふ のイ象 砲 積 製 ず足 lミ よ も企 t

イ象り4■ゝ

ぞ妬 |ヨ た lヽ物 理や合 句ヽ瑠峙議 涛ンミ 2ャー下-2

Bζネ鳳4-0年 10R`と 日
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ェ.守aえ

「日前祉 卜ヽ2破撻L材たとしてRヽりみた々現t亀

々愧物理 墨 ,イ 33(1963).

'loptical Diffracti_o ll ‖etlto(1_of Strai_n tteasurement

Based on Hot・Lu■ 8_tion Tl■ eory':

1lochnol. lleっ 1」 s. Osaka Univ. lL ・う)9 (■967).

"Furtller Oonsi_derati_on on the l′ leasurelnent Of 3train

Distribution by tl■ e Use of cOt DifflL・ aCtion Gratillg`:

TechnOl. itept s. Osak●  Univ. l牛 , 521 (1964)。

':I_mage of tlle Optica■  Gratins i4o』 .ulated by tho Signa■

and its Applica‐しion to・ the 'lo ast■rement of Strain

Distributi.on::

AT_3p■ . Opt. ュ, 825 (196ι卜).

lfFiae■ity of iStrain :Pattern olld rieasurelnent of Strai_n

I)isじ rj_buし ion in a p■ ato by Usj_ng a Diffra_cti_on GIPatil■ g::

Proc. of tl‐le ■4th Japan Congress for AI)ID■ ied

Nech.,(■ 9(35), し́O be pub■ ished.
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